
昭和35年11月28日第3種郵便物認可 第2165号令和2年（2020年）

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ

食の新旧街道を行く【「知られざる鯖街道④」宮崎県・飫肥街道と都城の鯖飯】／トラック
運送事業者のための経営のヒント【「副業・兼業時代」と運送事業者】…７面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

81
（−24）

34
（−7）

26
（＋5）

4
（±0）

145
（−26）

交通事故死者数（人）

9月30日現在 11月12日現在

1,988
（−230）

2,353
（−321）

全国の死亡
事故件数

1,947
（−213）

令和２年９月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 4,707 95.8%

一　般 ― 94.4%
宅配便（千個） 368,312 112.5%

輸送統計
令和２年８月分
▶国土交通省調べ
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令
和
３
年
１
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以
降
の
継
続
を
要
望

令
和
３
年
１
月
以
降
の
継
続
を
要
望

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
表
で
示
し
た
通
り
︑
令

和
３
年
度
税
制
改
正
・
予
算

に
関
す
る
要
望
項
目
を
取
り

ま
と
め
︑
政
権
幹
部
を
は
じ

め
︑
自
由
民
主
党
や
公
明
党

な
ど
与
党
国
会
議
員
等
に
対

し
て
要
望
活
動
を
展
開
し
て

い
る
︒

　

11
月
10
日
︑
福
岡
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
と
も
に
行
っ
た

麻
生
太
郎
財
務
大
臣
へ
の
要

望
に
は
︑
坂
本
克
己
全
ト
協

会
長
を
先
頭
に
︑
浅
井
隆
副

会
長
（
税
制
委
員
会
委
員

長
）︑
寺
岡
洋
一
副
会
長
（
道

路
委
員
会
委
員
長
）
と
福
岡

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
眞
鍋
博

俊
会
長
を
は
じ
め
副
会
長
ら

が
出
席
し
︑
麻
生
財
務
大
臣

に
対
し
て
︑
高
速
道
路
料
金

等
の
引
き
下
げ
︑
特
に
大
口

・
多
頻
度
割
引
の
実
質
50
％

以
上
の
適
用
を
中
心
に
要
望

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か

ら
の
要
望
書
を
手
渡
し
た

（
写
真
㊤
）︒

　

同
日
︑
伊
藤
渉
財
務
副
大

臣
に
対
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
か
ら
の
要
望
書
を
手

渡
し
た
︒

　

ま
た
︑
11
月
11
日
に
は
︑

坂
本
克
己
会
長
が
竹
下
亘
自

由
民
主
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道

路
調
査
会
会
長
に
対
し
て
︑

令
和
３
年
度
税
制
改
正
・
予

算
に
対
す
る
要
望
を
行
っ
た
︒

　

11
月
12
日
に
行
わ
れ
た
自

由
民
主
党
﹁
予
算
・
税
制
等

に
関
す
る
政
策
懇
談
会
﹂
に

は
︑
全
ト
協
か
ら
は
浅
井
隆

副
会
長
ら
が
出
席
︒
３
年
度

税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る

最
重
点
要
望
事
項
を
説
明
し

た
︒

　

全
ト
協
で
は
引
き
続
き
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
項
目
を
は
じ
め
︑
税

制
関
連
で
は
自
動
車
関
係
諸

税
の
簡
素
化
・
軽
減
︑
中
小

企
業
投
資
促
進
税
制
の
延
長

な
ど
を
︑
予
算
関
連
で
は
︑

道
路
整
備
の
推
進
︑﹁
働
き

方
改
革
﹂
実
現
の
た
め
の
諸

対
策
に
係
る
補
助
や
助
成
の

拡
充
な
ど
を
要
望
項
目
に
掲

げ
︑
要
望
実
現
に
向
け
て
の

活
動
を
精
力
的
に
展
開
︒
要

望
実
現
を
通
じ
て
︑
取
引
環

境
の
改
善
と
長
時
間
労
働
の

抑
制
︑生
産
性
の
向
上
な
ど
︑

業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
て
︑
業
界
の
け

ん
引
役
と
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
を
積
極
的

に
推
し
進
め
て
い
く
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
６
日
︑
日
本
貨
物
運
送

協
同
組
合
連
合
会
と
と
も

に
︑
国
土
交
通
省
の
吉
岡
幹

夫
道
路
局
長
に
対
し
て
﹁
高

速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻

度
割
引
利
用
額
の
一
部
還
元

措
置
に
つ
い
て　

令
和
３
年

１
月
以
降
継
続
の
緊
急
要
望

書
﹂
を
提
出
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
元
年
11
月

か
ら
２
年
１
月
ま
で
の
期
間

中
︑
３
か
月
連
続
で
大
口
・

多
頻
度
割
引
の
契
約
単
位
割

引
が
適
用
さ
れ
て
い
た
事
業

者
の
う
ち
︑
当
該
割
引
が
適

用
さ
れ
な
か
っ
た
事
業
者
に

対
し
︑
当
該
利
用
月
に
お
け

る
事
業
者
の
月
間
利
用
額
に

契
約
単
位
割
引
率
（
10
％
）

を
乗
じ
た
額
を
還
元
す
る
措

置
を
︑
２
年
２
月
か
ら
当
面

の
間
と
し
て
実
施
し
て
き
て

い
た
︒
国
交
省
で
は
10
月
︑

同
還
元
措
置
に
関
し
て
２
年

12
月
ま
で
と
の
方
針
を
示
し

た
こ
と
か
ら
︑
全
ト
協
な
ど

で
は
３
年
１
月
以
降
の
継
続

の
要
望
に
踏
み
切
っ
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
坂
本
克
己

会
長
と
桝
野
龍
二
理
事
長

が
︑
ま
た
日
貨
協
連
か
ら
は

吉
野
雅
山
会
長
と
村
田
省
蔵

専
務
理
事
が
出
席
︒
対
応
し

た
渡
辺
学
国
交
省
大
臣
官
房

審
議
官
（
道
路
局
担
当
）
と

長
谷
川
朋
弘
国
交
省
道
路
局

高
速
道
路
課
長
に
要
望
書
を

手
渡
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
10
日
︑
国
土
交
通
省
の

吉
岡
幹
夫
道
路
局
長
に
対
し

て
︑﹁
重
要
物
流
道
路
の
指

定
に
関
す
る
要
望
書
﹂
お
よ

び
﹁
令
和
３
年
度
税
制
改
正

・
予
算
に
関
す
る
要
望
書
﹂

を
提
出
し
た
︒

　
﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
制
度

は
平
成
30
年
３
月
の
道
路
法

改
正
で
創
設
さ
れ
た
制
度

で
︑
平
常
時
・
災
害
時
を
問

わ
ず
︑
安
定
的
か
つ
安
全
・

円
滑
に
利
用
可
能
な
道
路
網

を
確
保
す
る
た
め
︑
供
用
中

道
路
の
み
な
ら
ず
計
画
中
︑

建
設
中
の
未
供
用
道
路
を
含

め
て
指
定
し
︑
機
能
強
化
や

重
点
支
援
を
実
施
す
る
も

の
︒
今
回
提
出
し
た
﹁
重
要

物
流
道
路
の
指
定
に
関
す
る

要
望
書
﹂
で
は
︑
こ
れ
ま
で

の
指
定
箇
所
に
加
え
て
全
国

59
区
間
（
未
供
用
区
間
49
区

間
︑
供
用
中
区
間
10
区
間
）

を
追
加
で
指
定
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
坂
本
克

己
会
長
︑
寺
岡
洋
一
副
会
長

（
道
路
委
員
会
委
員
長
）︑

浅
井
隆
副
会
長
（
税
制
委
員

会
委
員
長
）︑
田
中
亨
副
会

長
︑
桝
野
龍
二
理
事
長
が
出

席
し
た
︒

吉
岡
国
交
省
道
路
局
長
に
対
し
て
「
重
要
物
流
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
書
」
等
を
提
出

吉
岡
国
交
省
道
路
局
長
に
対
し
て
「
重
要
物
流
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
書
」
等
を
提
出

全
国
全
国
5959
区
間
の
追
加
指
定
を
要
望

区
間
の
追
加
指
定
を
要
望

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
11
月
10
日
︑麻
生
太
郎
財
務
大
臣
と
伊
藤
渉
財
務
副
大
臣
︑

ま
た
︑
11
日
に
は
竹
下
亘
自
由
民
主
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
長
に
対
し
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
令
和
3
年
度
税
制
改
正
お
よ
び
予
算
関
連
要
望
項
目
に
関
す

る
説
明
を
行
っ
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
を
解
決
さ
せ
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
改
善
を
実
現
す
る
と
と
も
に
︑
輸
送
効
率
化
に
資
す
る
﹁
道
路
の
積
極

的
な
活
用
﹂
の
実
現
に
向
け
て
︑
今
後
も
令
和
３
年
度
税
制
改
正
・
予
算
等
の
論
議
が

活
発
化
す
る
の
に
合
わ
せ
て
︑
精
力
的
に
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
く
︒

表　令和３年度税制改正・
予算に関する要望項目

◇税制改正関連要望項目
１.  新型コロナウイルス感染症に係る各種軽減措置の

延長
２. 自動車関係諸税の簡素化・軽減
３. 中小企業投資促進税制の延長
４. 特例措置の延長
５. トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連

施設等について固定資産税の軽減措置の適用

◇予算関連要望項目
１. 新型コロナウイルス感染症関係要望
２. 道路関係要望
　1高速道路料金等の引下げ
　2�道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現
３. 働き方改革関係要望
　1�働き方改革実現のための諸対策に係る補助・助成

の拡充
４. 環境・交通安全関係要望
　1環境対策及び省エネ対策のための補助
　2交通安全対策のための補助

竹下自民党ITS推進・道路調査会長㊧に要望書を手渡す坂本全ト協会
長㊨（11月11日、衆議院第二議員会館）

左から、坂本全ト協会長、田中全ト協副会長、吉岡国交省道路局長、
寺岡全ト協副会長、浅井全ト協副会長（11月10日、国交省）

麻生財務大臣（右から５人目）に対し要望を行った坂本全ト協会長（同４人目）。福岡県トラック協会からも眞鍋会長（同3人目）らが出席
し、要望書を手渡した（11月10日、財務省）

左から、吉野日貨協連会長、坂本全ト協会長、渡辺国交省大臣官房審議官（道
路局担当）、長谷川国交省道路局高速道路課長（11月６日、国交省）

左から浅井全ト協副会長、坂本全ト協会長、寺岡全ト協副会長、伊藤
財務副大臣、眞鍋全ト協副会長（11月10日、財務省）

麻生財務大臣に対して要望活動麻生財務大臣に対して要望活動全
ト
協

輸
送
効
率
化
に
資
す
る
「
道
路
の
積
極
的
な
活
用
」
の
実
現
に
全
力
挙
げ
る

輸
送
効
率
化
に
資
す
る
「
道
路
の
積
極
的
な
活
用
」
の
実
現
に
全
力
挙
げ
る

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
実
質

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
実
質
5050
％
以
上
の
割
引
の
適
用
等
を
要
望

％
以
上
の
割
引
の
適
用
等
を
要
望

竹下自民党 ITS 推進・道路調査会長、伊藤財務副大臣、吉岡国交省道路局長へも展開竹下自民党 ITS 推進・道路調査会長、伊藤財務副大臣、吉岡国交省道路局長へも展開
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ュ
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～道路交通法の用語の定義編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		車両とは、自動車、原動付自転車、軽車両の総称をいい、トロリーバ
スは含まれない。（	○・×	）

❷		交差点とは、十字路や丁字路などの２つ以上の道路が交わる部分をい
い、歩道と車道の区別のある道路においては、車道の交わる部分をい
う。（	○・×	）

❸		徐行とは、時速20キロ以下の速度で進行することをいう。（	○・×	）

❹		貨物の積卸しのための停止で10分を超えない時間内のものは、駐車に
は該当しない。（	○・×	）

❺		歩行補助車は、軽車両ではなく、歩行者に該当する。（	○・×	）

（解答は7面）

大型トラックの車輪脱落事故が激増！！
〔第100回〕

　国土交通省では、11月1日～令和3年2月28日まで「大型車
の車輪脱落事故防止キャンペーン」を実施しています。業界
を挙げて大型車の車輪脱落事故防止に取り組みましょう。

●車輪脱落事故は前年比31件増

Ａさん「今年は大型トラックの車輪脱落事故が激増している
んだ」

Ｂさん「そうだね。国交省が行った実験がニュースでも取り上
げられていて、仲間内でも話題になっていたよ。外れ
た車輪が凶器になるのを見て、背筋が凍ったよ。とこ
ろで、大型トラックの車輪脱落事故はどれくらい発生
しているの」

Ａさん「令和元年度の大型トラックの車輪脱落事故発生件数
は112件、平成30年度は81件だから、なんと31件も
増えている」

Ｂさん「激増しているね。11月以降は、冬用のタイヤへの交換
をする事業者が多いけれど、やっぱり他の季節に比
べて冬期の方が脱落事故は多いのかな」

Ａさん「そうだね。平成27年～令和元年度に発生した大型ト
ラックの車輪脱落事故は全部で357件、そのうち
234件、約７割が11月～３月の冬季に発生しているん
だ」

Ｂさん「なるほど。車輪脱落の原因ってなんだろう」
Ａさん「元年度に発生した脱落事故の112件の原因と思われ

るもので、最も多いのは『増し締め未実施』で約３割
を占めている。また『劣化・摩耗確認不備』や『点検
時確認不備』が原因の事故も多発しているんだ。ち
なみに、タイヤ交換から２か月以内に約８割が脱落し
ているんだ。ところでＢさんは、車輪の脱落事故を防
ぐためにどんなことに気をつけているの」

●日常の点検と増し締めを欠かさない

Ｂさん「日常点検を徹底しているよ。車両総重量８トン以上
のトラックは、日常点検の項目にディスク・ホイール
の取付状態のチェックがあるから、１日１回、運行前
にホイール・ナットの脱落やホイール・ボルトの折損、
さび汁、ホイール・ナットから突出しているホイール・
ボルトの長さの不揃いがないかなどを、目視でしっ
かり点検しているよ。他にもホイール・ボルトの折損
やホイール・ナットの緩みがないかを、点検ハンマー
を使用して確認しているよ」

Ａさん「さすがはＢさん。ほかに気をつけていることは」
Ｂさん「脱落事故の原因の1つに『増し締め未実施』があった

だろ。タイヤ交換後は初期なじみによってホイール・
ナットの締め付け力が低下するので、50キロ～100
キロの走行を目安に確実に増し締めを行っている
よ」

Ａさん「それと、タイヤ交換時にホイール・ナットを締め付け
るときは、トルク・レンチを使って規定の締め付けト
ルクで確実に締め付ける。また、ディスク・ホイール
にはスチールとアルミがあるので、それぞれ適合する
ホイール・ボルト、ナットが必要なので、必ず確認し
て取り付けることを徹底してほしいね」

Ｂさん「①日常の点検、②増し締めの実施、③確実な締め付
け、④同じ規格かの確認－－の４項目を確実に行うこ
とで、車輪の脱落事故は大幅に減らすことができる
と思うよ」

●運行中も必要に応じて途中点検を行おう

Ａさん「点検というと、運行前に行うという印象があるけれ
ど、運行中も必要であれば点検することも大切だ
ね」

Ｂさん「そう。僕は休憩後に出発するとき、車両の周囲を１周
して異常がないか目視で確認するようにしている
よ。また、シート・ロープで荷物を固定している車両
に乗車する場合は、シート・ロープの要所に手をかけ
て緩みがないか、張り具合をチェックしている」

Ａさん「あと、助手席に安全窓がついている車の場合は、安
全窓の視界がふさがれていないかチェックしてほし
いね。安全窓の視界がふさがっていたことが原因の
左折巻き込み事故も発生しているからね」

Ｂさん「点検は、運行前だけでなく適度に行うことが交通事
故防止に繋がると思うよ」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
第
60
回
﹁
正
し
い
運
転

・
明
る
い
輸
送
運
動
﹂
を
︑

11
月
16
日
㈪
か
ら
令
和
３
年

１
月
10
日
㈰
ま
で
実
施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
及
び
輸
送
秩
序
の
確
立
に

よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達
成

を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸
送

繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
・
安

心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す

る
も
の
︒

　

実
施
項
目
15
項
目
の
う

ち
︑特
に
重
点
項
目
と
し
て
︑

①
飲
酒
運
転
の
根
絶
（
関
連

７
面
）︑
②
追
突
事
故
及
び

交
差
点
に
お
け
る
事
故
防
止

の
徹
底
︑
③
過
労
運
転
防
止

の
徹
底
︑
④
確
実
な
点
呼
の

実
施
︑
⑤
携
帯
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
禁
止
の
徹
底
︑

⑥
健
康
診
断
の
受
診
の
徹
底

︱
︱
の
６
項
目
を
設
定
し
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
今
回
の
実
施
計
画

で
は
︑﹁
⑩
降
積
雪
期
に
お

事
故
防
止
に
向
け
て
確
実

な
点
呼
の
実
施
を

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑﹁
確
実
な
点

呼
の
実
施
方
法
﹂
解
説
Ｄ
Ｖ

Ｄ
（
写
真
）
を
制
作
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
通
達

﹁
事
業
用
自
動
車
事
故
調
査

報
告
書
に
係
る
事
故
の
再
発

防
止
に
つ
い
て
﹂（
令
和
２
年

８
月
28
日
付
）
に
お
い
て
︑

事
故
の
再
発
防
止
策
と
し
て

﹁
運
転
者
へ
の
教
育
・
指

導
﹂︑﹁
点
呼
等
の
確
実
な
実

施
﹂
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
︒

一
方
︑
平
成
30
年
度
巡
回
指

導
の
点
呼
の
状
況
を
み
る
と
︑

２
割
強
が
﹁
否
﹂
と
な
っ
て

お
り
︑そ
の
理
由
と
し
て
﹁
不

適
切
な
実
施
﹂︑﹁
一
部
未
実

施
﹂等
が
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
︑

点
呼
の
実
施
が
不
十
分
な
事

業
者
が
見
受
け
ら
れ
る
︒

け
る
輸
送
の
安
全
確
保
の
徹

底
﹂
の
項
目
に
︑
令
和
２
年

２
月
28
日
付
の
国
土
交
通
省

通
達
﹁
台
風
等
に
よ
る
異
常

気
象
時
下
に
お
け
る
輸
送
の

在
り
方
に
つ
い
て
﹂
を
踏
ま

え
た
内
容
を
追
加
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

に
対
し
︑
経
営
ト
ッ
プ
︑
管

理
者
お
よ
び
従
業
員
が
一
体

と
な
っ
て
の
取
り
組
み
の
推

進
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

Ｔ
Ｓ
の
運
営
状
況
等
を
審

議
・
報
告

第
４
回
施
設
事
業
委
員
会

　

11
月
４
日
︑
第
４
回
施
設

事
業
委
員
会
（
小
林
幹
愛
委

員
長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
岡
山
・
宮

崎
・
鹿
児
島
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
の
運
営
︑

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
支
援
策
︑
③
令

和
２
年
度
Ｔ
Ｓ
利
用
者
実
態

調
査
︑
④
ご
み
不
法
投
棄
禁

止
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
︱
︱
の

各
案
に
つ
い
て
審
議
・
承
認

し
た
︒

　

③
で
は
︑
Ｔ
Ｓ
利
用
者
の

実
態
を
把
握
し
︑
施
設
・
サ

ー
ビ
ス
内
容
等
の
改
善
検
討

に
繋
げ
る
た
め
︑
今
年
度
中

　

全
ト
協
で
は
こ
う
し
た
こ

と
を
背
景
に
︑
最
新
の
法
令

に
基
づ
く
確
実
な
点
呼
の
実

施
方
法
に
関
す
る
啓
発
用
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
た
︒

　

同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
運
行
管
理
者

を
視
聴
対
象
と
し
︑﹁
乗
務

前
点
呼
﹂︑﹁
乗
務
後
点
呼
﹂︑

﹁
中
間
点
呼
﹂
の
実
施
方
法

や
︑
点
呼
時
の
留
意
点
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
︒

併
せ
て
︑﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
﹂（
令

和
元
年
６
月
施
行
）
で
改
正

さ
れ
た
乗
務
記
録
へ
の
記
載

事
項
の
紹
介
な
ど
も
行
っ
て

�

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試

験
を
新
た
に
実
施

運
行
管
理
者
試
験

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
令

和
２
年
度
第
２
回
﹁
運
行
管

理
者
試
験
﹂
か
ら
︑
従
来
の

筆
記
試
験
に
加
え
︑
新
た
に

Ｃ
Ｂ
Ｔ
（Com

puter Based 
Testing

）
方
式
に
よ
る
試

験
が
開
始
さ
れ
る
︒

　

Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
は
︑
テ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
で
問
題
用
紙
や
マ

ー
ク
シ
ー
ト
を
使
用
せ
ず
︑

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
表
示
さ

れ
る
問
題
を
見
て
︑
マ
ウ
ス

等
を
用
い
て
解
答
す
る
試

験
︒
試
験
会
場
・
日
時
は
︑

指
定
さ
れ
た
範
囲
内
で
申
請

に
全
国
10
か
所
の
Ｔ
Ｓ
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
︒

　

④
で
は
︑
近
年
問
題
と
な

っ
て
い
る
Ｔ
Ｓ
で
の
不
法
投

棄
を
抑
止
す
る
た
め
の
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
協
会
︑
Ｔ
Ｓ
に
配
布
す

る
こ
と
と
し
た
︒ 

　

そ
の
ほ
か
︑
報
告
事
項
と

し
て
︑
Ｔ
Ｓ
の
修
繕
工
事
に

係
る
進
捗
状
況
や
︑
施
設
利

用
状
況
な
ど
に
関
す
る
報
告

が
行
わ
れ
た
︒

い
る
︒

　

な
お
︑
同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容

は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

者
が
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
︑
空
き
が
あ
れ
ば
試

験
会
場
・
日
時
を
変
更
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
︒

　

Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
の
申
請
は
︑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
み

の
受
付
と
な
る
︒
申
請
受
付

期
間
は
11
月
20
日
㈮
~
12
月

21
日
㈪
︒
試
験
会
場
・
日
時

は
︑
３
年
２
月
27
日
㈯
~
３

月
14
日
㈰
の
間
で
︑
会
場
予

約
サ
イ
ト
で
指
定
さ
れ
た
会

場
・
日
時
か
ら
選
択
で
き

る
︒
な
お
︑
受
験
手
数
料
・

受
験
資
格
は
筆
記
試
験
（
３

年
３
月
７
日
㈰
実
施
）
と
同

じ
︒

　

詳
細
は
︑
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

表  「標準的な運賃」に係る荷主業界向け専門紙への広告掲載日（16紙）
日刊建設工業新聞 ㈱日刊建設工業新聞社 11月12日㈭

日本農業新聞 ㈱日本農業新聞 17日㈫

日刊紙業通信 ㈱紙業新聞社 16日㈪

鉄鋼新聞 ㈱鉄鋼新聞社 18日㈬

化学工業日報 ㈱化学工業日報社 18日㈬

醸界タイムス ㈱醸界タイムス社 20日㈮

セメント新聞 ㈱セメント新聞社 16日㈪

日刊自動車新聞 ㈱日刊自動車新聞社 13日㈮

繊研新聞 ㈱繊研新聞社 12日㈭

日本食糧新聞 ㈱日本食糧新聞社 18日㈬

ゴムタイムス ㈱ゴムタイムス社 16日㈪

みなと新聞 ㈱みなと山口合同新聞社 13日㈮

サッシタイムス ㈱サッシタイムス社 21日㈯

日刊木材新聞 ㈱日刊木材新聞社 17日㈫

ガラス新聞 ㈱ガラス新聞社 23日㈪

日本物流新聞 ㈱日本物流新聞社 25日㈬

トラック輸送の「標準的な運賃」が定められました
令和２年４月、国土交通大臣によりトラック運送業
の「標準的な運賃」が告示されました。
トラックドライバーの労働条件の改善・ドライバー
不足の解消を図り、安定した輸送力を確保するた
め、法令を遵守して持続的に事業を行う上で参考
となる運賃を国が示したものです。
トラックドライバーは、新型コロナウイルス感染拡
大の状況の中でも、エッセンシャル・ワーカー（※）
として経済を支えています。
荷主の皆様におかれましては、持続可能な物流の
実現に向けて、引き続きご理解・ご協力をお願い
いたします。

～持続可能な物流を実現し、荷主の皆さんの輸送ニーズに適確に対応するために～

（※）英語で「不可欠な」を意味するエッセンシャルと、
　　 ワーカー（労働者）を組み合わせた言葉。

標準的な運賃は、
以下のQRコードから
ご覧いただけます。

トラック　標準的な運賃 検  索

トラック  標準的な運賃で、検索して下さい。

　

令
和
２
年
﹁
秋
の
叙
勲
﹂

受
章
者
が
11
月
３
日
に
発
表

さ
れ
た
︒

　

受
章
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
︑
年
齢
は
11
月
３
日
現

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
・
城

西
運
輸
機
工
㈱
会
長
・
87

歳
▽ 

喜
多
村
誠
（
き
た
む
ら
・

ま
こ
と
）
山
口
県
ト
ラ
ッ

在
）︒

◎
旭
日
小
綬
章

▽ 

操
川
由
一
（
く
り
か
わ
・

よ
し
か
ず
）
元
・
石
川
県

ク
協
会
会
長
・
防
府
通
運

㈱
社
長
・
70
歳

◎
旭
日
双
光
章

▽ 

井
上
泰
旭
（
い
の
う
え
・

や
す
あ
き
）
大
阪
府
ト
ラ

ッ
ク
協
会
相
談
役
・
梅
田

運
輸
倉
庫
㈱
会
長
・
79
歳

▽ 

金
田
充
夫
（
か
ね
た
・
み

つ
お
）
元
・
群
馬
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
・
金
田

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
・
76

歳
▽ 
山
下
洋
介
（
や
ま
し
た
・

よ
う
す
け
）
石
川
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
・
是
則

北
陸
運
輸
㈱
社
長
・
70
歳

◎
瑞
宝
双
光
章

▽ 

淺
間
博
（
あ
さ
ま
・
ひ
ろ

し
）
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
専
務
理
事
・
73
歳

令和2年秋の叙勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
に
栄
え
の
６
氏

秋
の
叙
勲
に
栄
え
の
６
氏

旭日小綬章
操川　由一氏

旭日双光章
金田　充夫氏

旭日小綬章
喜多村　誠氏

瑞宝双光章
淺間　博氏

旭日双光章
山下　洋介氏

旭日双光章
井上　泰旭氏

「
標
準
的
な
運
賃
」
周
知

を
図
り
荷
主
向
け
専
門
紙

に
広
告
を
掲
載

11
月
中
旬
以
降
、
全
16
紙
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
今
年
４
月
に
国
土
交
通

大
臣
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂
に
関
し
て
︑
荷
主

企
業
へ
の
周
知
を
図
る
た
め

の
新
聞
広
告
（
下
図
）
を
︑

11
月
中
旬
以
降
︑
荷
主
向
け

専
門
紙
16
紙
に
掲
載
す
る
︒

　

同
広
告
で
は
︑
標
準
的
な

運
賃
に
つ
い
て
︑﹁
持
続
可
能

な
物
流
を
実
現
し
︑
荷
主
の

皆
さ
ん
の
輸
送
ニ
ー
ズ
に
適

確
に
対
応
す
る
た
め
﹂
に
必

要
な
も
の
と
訴
え
て
お
り
︑

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に

向
け
て
︑
荷
主
企
業
に
対
し

て
標
準
的
な
運
賃
へ
の
理
解

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
広
告
の
掲
載
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
の
通
り
と

な
っ
て
い
る
︒

（
11
月
15
日
〜
11
月
30
日
）

▽
11
月
16
日

・
青
年
部
会
第
２
回
全
国
代
表
者

協
議
会

▽
11
月
18
日

・
第
51
回
物
流
政
策
委
員
会

第4回施設事業委員会（11月4日、全ト協）

「確実な点呼の実施方法」解説DVDより

読者アンケートに読者アンケートに
ご協力ください。ご協力ください。

　広報室では、今後の広報活動をより良いものにす
るため、今号の『広報とらっく』に読者アンケート
を折り込みました。12月13日㈰を締め切りとして、
皆様からのご意見・ご感想等をお待ちしています。

全ト協ホームページから
もご回答いただけます。

抽選で100名様にQUOカードPay（2,000円分）
を差し上げます。

広報室からのお願い

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

12
月
５
日
か
ら
給
油
所
の

営
業
時
間
を
変
更

北
九
州
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

北
九
州
Ｔ
Ｓ
は
12
月
５
日
㈯

か
ら
︑
給
油
所
の
営
業
時
間
を

次
の
通
り
変
更
す
る
︒

▼
平
日
・
土
曜
=
６
時
~
21
時

▼
日
曜
・
祝
日
=
８
時
~
20
時

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

11
月
16
日
か
ら　
　
　
　
　
　
　

「
正
し
い
運
転・明
る
い
輸
送
運
動
」

来
年
１
月
10
日
ま
で
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
労
働
基
準
法
第
39
条
で
定

め
る
年
次
有
給
休
暇
を
労
働
者
が
ど

の
よ
う
な
目
的
で
利
用
す
る
か
は
︑

基
本
的
に
は
﹁
労
働
者
の
自
由
﹂
と

　

弊
社
に
は
、
社
外
の
合
同
労
働

組
合
に
個
人
加
入
し
て
い
る
労
働

者
が
１
人
お
り
ま
す
。
そ
の
者
が

最
近
、
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し

ま
し
た
が
、
ほ
か
の
労
働
者
に
よ
る

と
、
当
日
は
他
社
労
働
者
ら
の
ス

ト
ラ
イ
キ
の
支
援
に
行
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
た
し
か
、
年

休
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
目
的

の
利
用
は
許
さ
れ
な
い
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
年

休
を
取
り
消
し
、
欠
勤
扱
い
に
し

よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
法
的
に
何

か
問
題
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

 第214回 

スト支援目的で年休
を取得、許されるか

さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
一
つ
だ
け
例
外

が
あ
り
︑
そ
れ
が
ス
ト
ラ
イ
キ
目
的

の
利
用
で
す
︒

　

こ
の
点
に
つ
い
て
の
厚
生
労
働
省

の
行
政
解
釈
は
︑﹁
年
次
有
給
休
暇
は
︑

労
働
者
の
勤
続
年
数
に
応
じ
て
与
え

ら
れ
る
休
息
で
あ
り
︑
就
業
し
な
い

で
も
賃
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
っ
て
︑
そ
れ
は
正
常
な
労
働

関
係
に
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
︒
従
っ
て
︑
労
働

者
が
年
次
有
給
休
瑕
を
争
議
行
為
に

利
用
す
る
目
的
で
請
求
し
た
場
合
に

は
︑
法
の
趣
旨
と
も
相
容
れ
な
い
も

の
で
あ
る
か
ら
︑
使
用
者
は
労
働
者

の
請
求
を
拒
否
で
き
る
も
の
と
解
さ

れ
る
﹂
の
で
あ
り
︑﹁
既
に
年
次
有

給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
を
使
用
者
が

承
認
し
た
後
に
お
い
て
も
︑
労
働
者

が
そ
の
日
に
行
わ
れ
た
争
議
に
参
加

し
た
場
合
に
は
︑
使
用
者
は
そ
の
日

を
年
次
有
給
休
瑕
と
し
て
取
り
扱
わ

な
く
て
も
違
法
で
は
な
い
﹂（
昭
和

27
年
７
月
基
収
第
３
８
２
１
号
）
と

い
う
も
の
で
す

　

そ
も
そ
も
ス
ト
ラ
イ
キ
は
︑
労
働

組
合
が
そ
の
要
求
を
獲
得
す
る
た
め

に
︑
集
団
的
に
労
務
の
提
供
を
拒
否

し
て
業
務
の
正
常
な
運
営
を
阻
害
す

る
と
い
う
行
為
で
あ
っ
て
︑
賃
金
が

補
償
さ
れ
る
年
休
が
同
時
に
ス
ト
ラ

イ
キ
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

得
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
︑
最

高
裁
も
﹁
全
員
一
斉
に
休
暇
届
を
提

出
し
て
職
場
を
放
棄
・
離
脱
す
る
も

の
と
解
す
る
と
き
は
︑
そ
の
実
質
は
︑

年
次
休
暇
に
名
を
藉か

り
た
同
盟
罷ひ

ぎ
ょ
う業

（
ス
ト
ラ
イ
キ
）
に
ほ
か
な
ら
﹂
ず
︑

正
当
な
年
休
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と

判
示
し
て
い
ま
す
（
昭
和
48
年
３
月

２
日
最
二
小
判
）︒

　

た
だ
し
︑
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
︑
こ
こ
で
制
限
さ
れ
て
い
る

ス
ト
ラ
イ
キ
目
的
の
年
休
利
用
は
︑

あ
く
ま
で
も
﹁
自
社
の
ス
ト
ラ
イ
キ
﹂

に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
で
す
︒

　

昭
和
48
年
に
︑
前
記
最
高
裁
判
決

に
基
づ
き
追
加
し
て
発
出
さ
れ
た
厚

労
省
の
行
政
解
釈
で
も
︑﹁
年
次
有

給
休
暇
に
名
を
藉
り
た
同
盟
罷
業
﹂で
︑

﹁
年
次
有
給
休
暇
権
の
行
使
で
は
な

い
﹂
と
い
え
る
の
は
︑﹁
当
該
労
働
者

の
所
属
す
る
事
業
場
で
休
暇
闘
争
が

行
わ
れ
た
場
合
の
こ
と
で
あ
っ
て
︑

他
の
事
業
場
に
お
け
る
争
議
行
為
に

休
暇
を
と
っ
て
参
加
す
る
よ
う
な
場

合
は
︑
そ
れ
を
年
次
有
給
休
瑕
の
行

使
で
な
い
と
は
い
え
な
い
﹂（
昭
和
48

年
３
月
基
発
第
１
１
０
号
）
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
ご
質
問
の
ケ
ー
ス

の
場
合
は
︑
自
社
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で

は
な
く
︑
他
社
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
支

援
に
行
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
︑

年
休
を
取
り
消
し
て
︑
欠
勤
扱
い
と

す
る
こ
と
は
で
き
ず
︑
そ
の
ま
ま
年

休
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
︒

Ａ�

制
限
対
象
は
自
社
ス
ト
の

み
で
、
欠
勤
扱
い
は
無
理 

① ②

③

登録

の
原
因
と
な
る
と
と
も
に
︑

道
路
を
劣
化
さ
せ
る
主
な
原

因
と
な
る
た
め
︑
国
交
省
な

ど
で
は
違
法
車
両
に
対
す
る

取
締
を
強
化
し
て
い
る
︒

　

今
回
の
合
同
取
締
は
︑
従

来
の
南
関
東
１
都
３
県
か
ら

茨
城
県
・
栃
木
県
・
群
馬
県

の
北
関
東
エ
リ
ア
︑
ま
た
山

梨
県
・
長
野
県
の
甲
信
エ
リ

ア
ま
で
実
施
場
所
を
拡
大
︒

そ
の
結
果
︑
計
測
台
数
83
台

（
前
年
度
62
台
）
中
︑
違
反

台
数
は
39
台
（
同
25
台
）
と

な
っ
た
︒
そ
の
う
ち
30
台（
同

14
台
）
に
指
導
警
告
を
行
っ

た
ほ
か
︑
９
台
（
同
11
台
）

に
対
し
て
は
措
置
命
令
を
実

施
し
た
︒
そ
の
他
︑
道
路
運

送
車
両
法
に
違
反
（
不
正
改

造
等
）
の
車
両
４
台
に
対
し

て
整
備
命
令
を
発
令
し
た
︒

　

国
交
省
な
ど
で
は
︑
今
後

も
﹁
重
量
守
り
︑
道
路
を
守

ろ
う
﹂
を
合
言
葉
に
︑
大
型

車
両
の
通
行
適
正
化
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

�

西
日
本
日
本
海
側
で
12
月

に
雪
が
多
く
な
る
可
能
性

12
月
〜
１
月
の

天
候
の
見
通
し

　

気
象
庁
は
10
月
23
日
︑
11

月
~
来
年
１
月
の
天
候
の
見

通
し
を
発
表
し
た
︒

　

気
象
庁
で
は
︑
12
月
・
１

月
の
天
候
を
表
の
よ
う
に
予

測
︒
特
に
12
月
は
︑
西
日
本

日
本
海
側
で
寒
気
の
影
響
を

受
け
や
す
く
な
る
た
め
︑
平

年
に
比
べ
て
曇
り
や
雨
ま
た

は
雪
の
日
が
多
く
な
る
と
予

測
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
北
日

本
日
本
海
側
︑
東
日
本
日
本

海
側
で
も
︑
例
年
と
同
様
に

曇
り
や
雪
ま
た
は
雨
の
日
が

多
く
な
る
と
み
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
﹁
雪

道
対
策
﹂
ペ
ー
ジ
を
設
置
︒

降
雪
が
予
想
さ
れ
る
際
に
は

気
象
情
報
や
道
路
情
報
な
ど

を
小
ま
め
に
入
手
す
る
な

ど
︑
雪
道
対
策
の
徹
底
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

�

西
濃
運
輸
が
国
交
大
臣
賞

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動

コ
ン
ク
ー
ル

　
﹁
２
０
２
０
年
度
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂︹
主

催
・（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ

ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
︑
後

援
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
連

絡
会
他
︺
受
賞
者
が
11
月
２

日
に
発
表
さ
れ
︑
事
業
部
門

（
緑
ナ
ン
バ
ー
）
最
高
賞
の

国
土
交
通
大
臣
賞
は
西
濃
運

輸
㈱
に
決
ま
っ
た
︒

　

今
年
度
は
３
９
３
件
（
９

９
４
事
業
所
）
の
応
募
が
寄

せ
ら
れ
︑
有
識
者
︑
関
係
省

庁
︑
関
係
業
界
団
体
で
構
成

さ
れ
る
審
査
委
員
会
（
審
査

委
員
長
・
大
聖
泰
弘
早
稲
田

大
学
名
誉
教
授
）
の
審
査
に

よ
り
︑受
賞
者
が
決
定
し
た
︒

　

国
交
大
臣
賞
以
外
の
事
業

部
門
上
位
入
賞
者
は
︑
次
の

通
り
︒

　

優
秀
賞
=
磐
城
通
運
㈱
小

違
反
車
両
39
台
に
対
し

指
導
警
告
等
を
実
施

過
積
載
車
両
に
対
す
る

首
都
圏
合
同
取
締

　

国
土
交
通
省
は
11
月
５

日
︑
警
察
︑
高
速
道
路
会
社

等
と
合
同
で
︑
首
都
圏
に
流

入
・
通
過
す
る
過
積
載
車
両

を
一
斉
に
取
り
締
ま
る
合
同

取
締
を
首
都
圏
の
20
か
所
で

実
施
し
た
︒

　

過
積
載
は
︑
深
刻
な
事
故

共
同
配
送
に
興
味
の
あ

る
荷
主
企
業
募
集

１
月
以
降
に
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
来
年

１
月
~
２
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹁
荷
主
連
携

マ
ッ
チ
ン
グ
~
あ
い
積づ

み

ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
~
﹂
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
︑
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
参
加
す
る
荷
主
企
業
の
募

集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
︑
荷

主
企
業
が
︑
物
流
生
産
性
向

上
と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
長
時
間
労
働
改
善
に
向
け

た
意
見
交
換
を
行
う
目
的
で

実
施
さ
れ
る
も
の
︒
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労

働
改
善
の
た
め
の
有
効
な
取

り
組
み
で
あ
る
﹁
荷
主
ど
う

し
﹂
の
連
携
の
う
ち
︑
共
同

配
送
に
興
味
の
あ
る
荷
主
企

業
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供

す
る
︒

　

募
集
期
間
は
11
月
30
日
㈪

ま
で
︒
厚
労
省
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
転
者
の
長
時
間
労
働
改
善

に
向
け
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
﹂

よ
り
︑
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒

�

新
規
高
卒
就
職
者
の
約
４

割
が
３
年
以
内
で
離
職

新
規
学
卒
就
職
者
の

離
職
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
30

日
︑
新
規
学
卒
就
職
者
の
離

職
状
況
（
平
成
29
年
３
月
卒

業
者
の
状
況
）を
公
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
新
規
学

卒
就
職
者
の
就
職
後
３
年
以

内
の
離
職
率
は
︑
新
規
高
卒

就
職
者
で
39
・
５
％
（
前
年

比
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
）︑

新
規
大
卒
就
職
者
で
32
・
８

％（
同
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
）

と
な
っ
た
︒
新
規
高
卒
就
職

者
の
約
４
割
︑
新
規
大
卒
就

職
者
の
約
３
割
が
︑
就
職
後

３
年
以
内
に
離
職
し
て
お

り
︑
傾
向
と
し
て
こ
こ
数
年

は
大
き
な
変
動
が
み
ら
れ
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　

就
職
後
３
年
以
内
の
離
職

率
を
産
業
別
に
み
る
と
︑
運

輸
業
︑
郵
便
業
で
は
新
規
高

卒
就
職
者
で
36
・
１
％
︑
新

規
大
卒
就
職
者
で
25
・
６
％

と
︑
平
均
よ
り
も
低
く
な
っ

て
い
る
︒

　

ま
た
︑
事
業
所
規
模
１
０

０
０
人
以
上
の
事
業
所
で
は
︑

新
規
高
卒
者
27
・
４
％
︑
新

規
大
卒
者
26
・
５
％
と
な
っ

て
い
る
が
︑
事
業
所
規
模
が

小
さ
く
な
る
に
従
っ
て
離
職

率
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
︑
同
５
人
未
満
の
事
業
所

で
は
︑
新
規
高
卒
者
63
・
０

％
︑
新
規
大
卒
者
56
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
お
け

る
相
談
・
支
援
の
ほ
か
︑
無

料
相
談
窓
口
﹁
お
し
ご
と
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
﹂
を
通
じ
て
︑

引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

�

職
業
運
転
者
は
「
睡
眠
偏

差
値
」
が
低
い
傾
向
に

睡
眠
を
テ
ー
マ
に
し
た

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ

　

厚
生
労
働
省
は
11
月
２

日
︑
厚
労
省
が
運
営
し
て
い

る
﹁
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
﹁
睡
眠
の
質
を
上
げ

て
カ
ラ
ダ
も
コ
コ
ロ
も
健
や

か
に
﹂
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
︑
公
開
し
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
生
活
習
慣

病
や
そ
の
原
因
と
な
る
生
活

習
慣
の
改
善
等
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
目
標
等
を
選
定

し
︑
国
民
が
主
体
的
に
取
り

組
め
る
国
民
健
康
づ
く
り
運

動
と
し
て
﹁
健
康
日
本
21
﹂

を
推
進
︒
併
せ
て
︑
睡
眠
に

つ
い
て
設
定
さ
れ
た
目
標
に

向
け
て
具
体
的
な
実
践
を
進

め
て
い
く
手
立
て
と
し
て
︑

﹁
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡

眠
指
針
２
０
１
４
﹂
を
策
定

す
る
な
ど
︑
よ
り
良
い
睡
眠

を
取
る
こ
と
の
重
要
性
を
啓

発
し
て
い
る
︒

　

同
ペ
ー
ジ
で
は
︑﹁
職
業

別
睡
眠
偏
差
値
﹂（
表
）
を

紹
介
︒
睡
眠
不
足
が
関
与
す

る
勤
務
時
間
中
に
お
け
る
事

故
が
多
い
職
業
の
ひ
と
つ
で

あ
る
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
な
ど
職
業
運
転
手
の
睡
眠

偏
差
値
が
︑
全
体
に
比
べ
て

低
い
数
値
で
あ
る
と
紹
介
し

た
上
で
︑
①
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
︑
一
定
の
睡
眠

時
間
を
確
保
す
る
︑
②
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
は
良

い
睡
眠
の
妨
げ
に
な
る
た
め
︑

夜
は
で
き
る
だ
け
光
を
避
け

る
︑
③
就
寝
90
分
前
の
入
浴

で
体
温
を
一
時
的
に
上
げ
︑

風
呂
あ
が
り
に
下
げ
る
こ
と

で
︑
入
眠
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
︑
④
朝
食
を
摂
っ
て
１
日

の
リ
ズ
ム
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
︑

午
前
中
に
日
光
を
浴
び
る
︑

カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
は
夕
方

ま
で
に
す
る
な
ど
︑
１
日
の

活
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
整

し
︑
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ

と
が
良
質
な
睡
眠
に
繋
が
る

︱
︱
と
い
っ
た
︑
睡
眠
の
質

を
高
め
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
︒

名
浜
支
店
（
福
島
県
）︑
Ｆ

︱
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
㈱
栃
木
物
流
セ

ン
タ
ー
（
栃
木
県
）︑
東
和

通
商
㈱
（
静
岡
県
）

　

な
お
︑
上
位
入
賞
者
等
の

表
彰
は
︑
11
月
26
日
㈭
に
内

幸
町
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代

田
区
）
で
開
催
さ
れ
る
﹁
２

０
２
０
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
の
中
で
行
わ

れ
る
︒「

下
請
取
引
適
正
化
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催

下
請
取
引
適
正
化
の

推
進
を
図
る
た
め
に

　

中
小
企
業
庁
で
は
︑
11
月

30
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

﹁
下
請
取
引
適
正
化
推
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
０
﹂
を

開
催
す
る
︒

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
︑
毎

年
11
月
の
﹁
下
請
取
引
適
正

化
推
進
月
間
﹂
の
一
環
と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
︑

下
請
取
引
適
正
化
の
推
進
を

図
る
た
め
︑
下
請
法
に
詳
し

い
弁
護
士
に
よ
る
基
調
講

演
︑
取
引
条
件
改
善
や
働
き

方
改
革
に
向
け
た
企
業
・
行

政
の
取
り
組
み
紹
介
の
ほ

か
︑
中
小
企
業
の
公
正
な
取

引
環
境
の
実
現
に
向
け
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
︒

　

日
時
は
11
月
30
日
㈪
14
時

30
分
~
16
時
30
分
︒
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
（
ラ
イ
ブ
開
催
・

動
画
配
信
）
に
よ
る
開
催
と

な
る
︒

　

申
し
込
み
は
︑
日
経
電
子

版
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
予

約
サ
イ
ト
ま
た
は
適
正
取
引

支
援
サ
イ
ト
よ
り
可
能
︒
締

切
は
︑
11
月
26
日
㈭
17
時
︒

参
加
申
込
後
︑
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴
ア
ド
レ
ス
が
送
付
さ
れ

る
︒

�

「
自
動
車
運
転
従
事
者
」脳

・
心
臓
疾
患
が
最
多

過
労
死
等
防
止
対
策
白
書

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
30
日
︑

﹁
令
和
２
年
版
過
労
死
等
防

止
対
策
白
書
﹂を
発
表
し
た
︒

　

同
白
書
に
よ
る
と
︑
過
労

死
等
の
認
定
件
数
は
︑
脳
・

心
臓
疾
患
︑
精
神
障
害
と
も

に
近
年
横
ば
い
傾
向
に
あ
る
︒

脳
・
心
臓
疾
患
の
業
種
別

（
中
分
類
）
労
働
災
害
請
求

件
数
︑
労
災
支
給
決
定
（
認

定
）
件
数
で
は
︑
い
ず
れ
も

前
年
度
に
引
き
続
き
﹁
運
輸

業
︑
郵
便
業
﹂
の
﹁
道
路
貨

物
運
送
業
﹂
が
最
も
多
く
︑

請
求
件
数
１
４
４
件
（
15
・

４
％
）︑支
給
決
定
（
認
定
）

件
数
61
件
（
28
・
２
％
）
と

な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑職
種
別

（
同
）
で
は
︑請
求
件
数
（
１

７
７
件
︹
18
・
９
％
︺）︑
支

給
決
定
（
認
定
）
件
数
（
67

件︹
31
・
０
％
︺）と
も
に﹁
自

動
車
運
転
従
事
者
﹂
が
最
多

と
な
っ
て
い
る
︒

　

脳
・
心
臓
疾
患
の
発
症
前

６
か
月
の
労
働
時
間
以
外
の

負
荷
要
因
を
職
種
別
（
大
分

類
）
に
み
る
と
︑
運
輸
業
︑

郵
便
業
で
は
﹁
拘
束
時
間
の

長
い
勤
務
﹂
が
52
・
５
％
と

最
も
多
く
︑
次
い
で
﹁
不
規

則
な
勤
務
﹂（
27
・
２
％
）︑

﹁
交
代
勤
務
・
深
夜
勤
務
﹂

（
23
・
４
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
︒

　

精
神
障
害
労
災
認
定
事
案

の
具
体
的
出
来
事
の
割
合
を

職
種
別
（
同
）
に
み
る
と
︑

運
輸
業
︑
郵
便
業
で
は
﹁
恒

常
的
な
長
時
間
労
働
﹂（
32

・
８
％
）
に
次
い
で
︑﹁
悲
惨

な
事
故
や
災
害
の
体
験
︑
目

撃
を
し
た
﹂（
18
・
３
％
）

が
多
か
っ
た
︒

高
血
圧
者
は
休
日
明
け
の

出
庫
時
の
血
圧
に
注
意
が
必
要

　

ま
た
︑
同
白
書
で
は
︑
職

場
環
境
改
善
に
向
け
た
介
入

研
究
の
結
果
に
つ
い
て
も
紹

介
︒
過
労
死
多
発
職
種
の
ひ

と
つ
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
に
関
し
て
︑
働
き
方
や
休

み
方
が
疲
労
と
血
圧
に
及
ぼ

す
影
響
を
検
討
し
た
︒

る
こ
と
が
伺
え
る
︒

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
月
末
１
週
間

の
就
業
時
間
が
80
時
間
以
上

の
就
業
者
の
割
合
が
増
加

健
康
状
態
の
把
握
の
徹
底
を

　

同
白
書
で
は
特
別
編
と
し

て
︑
運
輸
業
︑
郵
便
業
等
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
も

取
り
上
げ
て
い
る
︒

　

運
輸
業
︑
郵
便
業
で
は
︑

３
月
~
４
月
の
月
末
１
週
間

の
就
業
時
間
が
80
時
間
以
上

の
就
業
者
の
割
合
が
︑
図
２

の
通
り
前
年
同
月
よ
り
増
加

し
た
︒
一
方
︑
厚
労
省
の
相

談
窓
口
で
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
に

伴
っ
て
職
場
が
人
手
不
足
の

状
態
と
な
り
︑
長
時
間
労
働

を
行
う
人
か
ら
の
相
談
な
ど

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
︒

　

国
で
は
︑
始
業
点
呼
時
に

お
け
る
健
康
状

態
の
把
握
等
の
徹

底
に
つ
い
て
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
を
通
じ
て
全
国

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
対
し
て

要
請
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
政
府
が

取
り
ま
と
め
て
い

る
﹁
自
動
車
運

送
事
業
の
働
き

方
改
革
の
実
現
に

向
け
た
政
府
行

動
計
画
﹂
に
基
づ

く
取
り
組
み
の
徹

底
を
呼
び
か
け
て

い
る
︒

　

長
距
離
運
行（
３
泊
以
上
）

に
従
事
す
る
運
転
者
34
人

（
う
ち
高
血
圧
者
20
人
）
と

地
場
運
行
（
出
庫
が
深
夜
・

早
朝
に
か
か
る
日
帰
り
）
に

従
事
す
る
運
転
者
22
人
（
同

12
人
）
に
つ
い
て
︑
約
１
週

間
の
勤
務
に
お
け
る
睡
眠
と

疲
労
︑血
圧
の
変
化
を
調
査
︒

そ
の
結
果
︑
長
距
離
運
行
・

地
場
運
行
と
も
に
︑
高
血
圧

者
に
お
い
て
は
休
日
明
け
の

勤
務
１
日
目
出
庫
時
の
収
縮

期
血
圧
（
最
大
血
圧
）
が
︑

他
の
測
定
日
や
測
定
点
と
比

べ
て
高
か
っ
た
（
図
１
）︒

　

高
血
圧
者
に
お
い
て
は
︑

休
日
明
け
の
出
庫
時
の
血
圧

の
状
況
に
注
意
が
必
要
で
あ

表　12 月・1 月の天候

12 月

・北日本日本海側では、平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いでしょう。
・北日本太平洋側では、低気圧や前線の影響を受けやすいため、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。
・東日本日本海側では、平年と同様に曇りや雨または雪の日が多いでしょう。
・西日本日本海側では、寒気の影響を受けやすいため、平年に比べ曇りや雨または雪の日が多いでしょう。
・東・西日本太平洋側では、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。
・沖縄・奄美では、平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。

1 月
・北日本日本海側では、平年と同様に曇りや雪の日が多いでしょう。
・東・西日本日本海側では、平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いでしょう。
・北・東・西日本太平洋側では、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。
・沖縄・奄美では、平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。

（出典）気象庁３か月予報（令和２年 10月 23日発表）

表　職業別睡眠偏差値（抜粋）

年齢

20代 30～ 40代 50～ 60代 全年代平均値

全体 49.32� 49.31� 50.95� 50.00�

職業
運転手 38.93� 45.44� 45.12� 44.64�

出典：「職業別睡眠偏差値」（㈱ブレインスリープ）

特定非営利活動法人ASK主催特定非営利活動法人ASK主催
飲酒運転防止 無料オンライン講座
「公開スクーリング」2020を開催
　特定非営利活動法人ASK（アスク）では、日本損害保
険協会の助成を受け、無料オンライン講座「公開スクーリン
グ」2020を開催します。
　「ＤＶＤ知って得する！アルコールの基礎知識」の講座１を
使った参加型研修を、オンラインで体験できます。
　ぜひご参加ください。

◆日程（定員各100名）
12月7日㈪、12月15日㈫、12月16日㈬
◆時間
13:30 ～ 15:30（Zoomによる公開スクーリング）
※�13:00から入場可能。Zoomを初めて使用する方は、早
めに入場のこと。

◇申込は下記ホームページから。
https://peraichi.com/landing_pages/view/askddd2020

図１ トラック運転者における
　　　１週間の収縮期血圧（最大血圧）の状況

高血圧者では特に休日明けの血圧が高めに

（資料出所）労働安全衛生総合研究所過労死等防止調査研究センター
「令和元年度過労死等の実態解明と防止対策に関する総合的な労働安全衛生研究」

（資料出所）総務省「労働力調査」

3月

（％）
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2.01

1.49
1.71

1.42
1.39

0.87
0.85

0.79
0.66

0.98
0.71

4 月

5月

2019 年
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2020 年
2019 年
2020 年
2019 年
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2019 年
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2019 年
2020 年

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

図２ 運輸業、郵便業における月末１週間の就業時間 80時間以上の就業者の割合

運輸業・郵便業

全業種平均

東
京
・
辰
巳
車
両
取
締
基
地
に
お
け
る

合
同
取
締
の
様
子
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ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

他
の
職
業
と
比
べ
て
長
時
間

労
働
・
低
賃
金
の
状
況
に
あ

り
︑
そ
の
担
い
手
不
足
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
の
背
景
に
は
︑﹁
荷
主

と
の
交
渉
が
難
し
い
﹂︑﹁
不

当
に
低
い
運
賃
で
運
送
す
る

者
が
い
る
﹂
な
ど
を
理
由
と

し
て
︑
必
要
な
コ
ス
ト
に
見

合
っ
た
対
価
を
収
受
で
き
な

い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
︒

　

取
引
の
適
正
化
等
を
図

り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
問

題
に
適
切
に
対
応
で
き
な
け

れ
ば
︑﹁
物
流
が
不
安
定
と

な
る
﹂︑﹁
各
企
業
の
販
売
の

機
会
損
失
が
発
生
す
る
﹂
な

ど
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

懸
念
が
あ
り
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ

い
て
は
︑
働
き
方
改
革
関
連

法
に
基
づ
き
︑
令
和
６
年
度

か
ら
年
９
６
０
時
間
と
い
う

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

適
用
さ
れ
る
（
５
面
コ
ラ
ム

参
照
）
た
め
︑
必
要
な
コ
ス

全
な
運
営
を
確
保
し
︑
そ
の

担
う
貨
物
流
通
の
機
能
の
維

持
向
上
を
図
る
こ
と
﹂
を
目

的
と
し
て
︑
能
率
的
な
経
営

の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価

と
適
正
な
利
潤
を
基
準
と
し

て
︑
国
土
交
通
大
臣
が
望
ま

し
い
水
準
の
運
賃
を
示
す
も

の
で
す
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
図
２

の
よ
う
に
︑適
正
な
原
価
（
変

動
費
・
固
定
費
）
に
︑
適
正

な
利
潤
を
加
え
る
こ
と
に
よ

り
算
出
し
て
お
り
︑
割
増
料

や
諸
料
金
は
︑
運
賃
と
は
別

に
収
受
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
表
で

示
し
た
設
計
方
針
の
通
り
︑

貸
切
の
運
送
を
前
提
と
し

て
︑
地
方
運
輸
局
等
ご
と
に

作
成
し
て
い
ま
す
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑﹁
①

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
を

改
善
す
る
﹂
と
と
も
に
︑﹁
②

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
健

ト
に
見
合
っ
た
対
価
を
収
受

し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環

境
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま

え
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条

件
の
改
善
を
図
り
︑
も
っ
て

国
民
生
活
と
経
済
を
支
え
る

持
続
的
な
物
流
の
確
保
を
図

る
た
め
︑
平
成
30
年
に
議
員

立
法
に
よ
り
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
が
改
正
さ
れ
︑
運

送
事
業
者
が
法
令
を
遵
守
し

て
経
営
す
る
際
の
︑
参
考
と

な
る
運
賃
を
示
す
た
め
の

﹁
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
制

度
﹂が
創
設
さ
れ
ま
し
た（
図

１
）︒

　

な
お
︑標
準
的
な
運
賃
は
︑

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の

時
限
措
置
と
さ
れ
て
い
ま

す
︒

　

国
土
交
通
省
は
︑
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
﹁
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
制
度
﹂

に
基
づ
き
︑
今
年
４
月
に
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
を
行

い
ま
し
た
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
運
送
事
業
者
が
法
令
を
遵
守

し
て
持
続
的
に
事
業
を
運
営
す
る
際
の
参
考
と
な
る

運
賃
を
示
す
こ
と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け

る
取
引
の
適
正
化
・
労
働
条
件
の
改
善
を
促
進
す
る

た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
︒

　

本
特
集
で
は
今
回
か
ら
３
回
に
わ
た
り
︑
標
準
的

な
運
賃
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒
取
引
の
適
正

化
を
通
じ
て
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
を
改

善
し
︑
持
続
可
能
な
物
流
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
︑

標
準
的
な
運
賃
の
活
用
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

　

今
回
は
︑
標
準
的
な
運
賃
の
趣
旨
や
目
的
な
ど
に

つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
︒
な
お
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
で
は
︑

運
賃
表
や
届
出
様
式
︑
計
算
シ
ー
ト
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
ほ
か
︑﹁
標

準
的
な
運
賃　

普
及

セ
ミ
ナ
ー
﹂
動
画
（
会

員
専
用
）
や
解
説
書

テ
キ
ス
ト（
同
）な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
︒

必
要
な
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
対
価
を
収
受
し

必
要
な
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
対
価
を
収
受
し

労
働
環
境
改
善
へ
の
原
資
を
確
保
す
る

労
働
環
境
改
善
へ
の
原
資
を
確
保
す
る

1
標
準
的
な
運
賃
の
趣
旨
・
目
的

「
適
正
な
原
価
・
利
潤
」
を
基
準
に

「
適
正
な
原
価
・
利
潤
」
を
基
準
に

地
方
ご
と
に
望
ま
し
い
運
賃
水
準
を
示
す

地
方
ご
と
に
望
ま
し
い
運
賃
水
準
を
示
す

2
標
準
的
な
運
賃
の
基
本
設
計

運賃表や届出様式などはこちらの
QRコードからご覧いただけます。

表 標準的な運賃の設計方針

⑴運賃表の基本
　貸切（チャーター）を前提として、①距離制、②時間制――の双方の運賃表を策定。
　また、上限・下限の幅は設けず、統一的な運賃を設定。

⑵地域差
　人件費や物価の地域差を考慮し、地方運輸局ブロック単位で運賃表を策定。

⑶車種等の違い
　車種別（２トン、４トン、10トン、20トン）について設定。また、ドライバン型のトラ
ックを基準として算出。※冷凍・冷蔵のバン型車については割増率を設定。

⑷運賃と料金
　料金（高速道路料金、フェリー料金、燃料サーチャージ等）については、運賃表と
は別に項目を規定。待機時間料は、30分を超える場合の１時間当たりの標準的な料
金を設定（30分以内の待機時間に係る費用は固定費に算入）。

図２ 標準的な運賃の基本設計

図１ 標準的な運賃の趣旨・目的の全体像

第
１
回　
「
標
準
的
な
運
賃
」
と
は
？

トラック運送業に係る「標準的な運賃」の届出に向けてトラック運送業に係る「標準的な運賃」の届出に向けて特
集
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う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
費

用
を
適
正
な
原
価
に
含
め
る

と
と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が

現
在
の
平
均
労
働
時
間
（
約

２
６
０
０
時
間
）
で
は
な
く

全
産
業
平
均
の
労
働
時
間

（
約
２
０
８
６
時
間
）
並
み

に
働
く
こ
と
に
よ
り
︑
原
価

や
費
用
︑
利
潤
を
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
算
出

し
て
い
ま
す
（
図
３
）︒

ム
ペ
ー
ジ﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

特
設
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒

　

次
回
は
︑
運
賃
料
金
適
用

方
の
解
説
と
標
準
的
な
運
賃

の
届
け
出
に
向
け
た
具
体
的

な
手
続
き
等
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
き
ま
す
︒

　

現
在
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
多
く
は
︑
適
正
な
水

準
の
運
賃
が
収
受
で
き
な
い

結
果
︑﹁
車
両
等
へ
の
設
備

投
資
﹂
や
﹁
従
業
員
の
賃
金

ア
ッ
プ
﹂
な
ど
が
円
滑
に
実

施
し
に
く
い
事
業
環
境
に
あ

り
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
標
準
的
な
運

賃
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
︑

こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
よ

　

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
ま
と

め
る
と
︑
標
準
的
な
運
賃
は

図
４
で
示
し
た
通
り
に
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
改
善
に
向
け

て
︑
標
準
的
な
運
賃
を
活
用

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
運
賃
表
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー

　

平
成
30
年
７
月
に
公
布
さ
れ
た
﹁
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
働
き
方
改
革
関
連
法
）﹂
に
お
い
て
︑
長
時
間
労

働
の
是
正
を
図
る
観
点
か
ら
︑
時
間
外
労
働
に
つ
い

て
罰
則
付
き
の
上
限
規
制
が
︑
働
き
方
改
革
関
連
法

が
施
行
さ
れ
た
31
年
４
月
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
は
︑
改
正
法
施
行

の
５
年
後
に
あ
た
る
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
︑
年
９

６
０
時
間
（
=
月
平
均
80
時
間
以
内
）
の
上
限
規
制

が
適
用
さ
れ
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑同
規
制
が
適
用
さ
れ
る
６
年
度
ま
で
に
︑

﹁
荷
主
と
運
送
事
業
者
の
取
引
の
適
正
化
﹂︑﹁
輸
送

の
効
率
化
﹂︑﹁
若
年
層
な
ど
に
と
っ
て
も
入
職
し
や

す
い
職
場
環
境
の
整
備
﹂

な
ど
を
進
め
︑
長
時
間

労
働
の
是
正
を
は
じ
め

と
し
た
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
環
境
改
善

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
平
成

30
年
３
月
に
策
定
し
た

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

働
き
方
改
革
実
現
に
向

け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂

の
中
で
︑
時
間
外
労
働

年
９
６
０
時
間
超
の
ト
ラ

ッ
ク
運
転
者
が
発
生
す

る
事
業
者
の
割
合
に
つ
い

て
下
表
の
通
り
目
標
を

掲
げ
︑
目
標
達
成
実
現

を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
︒

全
産
業
平
均
の
年
間
稼
働
時
間
で

全
産
業
平
均
の
年
間
稼
働
時
間
で

原
価
・
費
用
・
利
潤
の
確
保
を
目
指
す

原
価
・
費
用
・
利
潤
の
確
保
を
目
指
す

3
標
準
的
な
運
賃
の
算
出
上
の
考
え
方

「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
」
実
現
に
向
け
て

「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
」
実
現
に
向
け
て

標
準
的
な
運
賃
の
活
用
を

標
準
的
な
運
賃
の
活
用
を

4
標
準
的
な
運
賃
の
ま
と
め

令和６年４月よりトラックドライバーに時間外労働の上限規制が適用されます！令和６年４月よりトラックドライバーに時間外労働の上限規制が適用されます！コラム

表 アクションプランの達成目標
目標：時間外労働�年９６０時間超のトラック運転者が発生する事業者の割合

令和３（2021）年度 働き方改革関連法施行後３年目 25％
　　４（2022）年度 働き方改革関連法施行後４年目 20％
　　５（2023）年度 働き方改革関連法施行後５年目 10％
　　６（2024）年度 上限規制適用開始年度 0％

図４ 標準的な運賃のまとめ

図３ 標準的な運賃の算出上の考え方

事業者における安全・環境性能の高い車両への買い替えを促すとともに、経営環境の維持・改善を図るという観点から、
車両の償却年数は５年で計算しています。

トラックドライバーの長時間労働・低賃金の労働環境を是正するため、全産業平均の時間当たり単価と同水準の給与等
が得られるよう計算しています。

ポイント①

ポイント②・③

１
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や
旦
那
さ
ん
︑
独
身
者
で
あ

れ
ば
︑
母
親
の
誕
生
日
に
は

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
︒
中
小
企
業
の
常
用

労
働
者
を
対
象
と
し
た
退
職

金
共
済
制
度
で
あ
る
︑﹁
中

小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
﹂

に
も
加
入
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
燃
費

管
理
を
徹
底
し
て
お
り
︑
燃

費
成
績
が
優
秀
な
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
賞
与
に
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
も
あ
る
た
め
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
全
員
の
毎
月
の
走
行

距
離
︑
使
用
燃
料
量
︑
平
均

燃
費
等
は
公
開
さ
れ
て
お

り
︑
燃
費
が
い
い
人
に
は
賞

与
に
反
映
す
る
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
﹁
見
え
る
化
﹂
し
て

い
る
︒

　

同
社
の
車
両
は
22
台
中
21

台
が
20
㌧
超
の
大
型
ト
ラ
ッ

ク
で
︑４
㌧
車
は
１
台
の
み
︒

ま
た
︑
こ
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
︑
ほ
と
ん
ど
の

車
両
が
15
・
２
㌧
の
車
両
で

共
通
し
て
お
り
︑
業
務
の
条

件
も
ほ
ぼ
同
じ
︒
全
員
が
同

じ
競
争
条
件
で
燃
費
を
競
う

公
平
さ
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑同
社
で
は
毎
月
﹁
輸

送
安
全
会
議
﹂
を
ド
ラ
イ
バ

ー
主
催
で
実
施
し
て
お
り
︑

こ
の
会
議
で
採
択
さ
れ
た
燃

費
目
標
に
基
づ
い
て
皆
が
切

磋
琢
磨
し
て
い
る
︒
あ
る
月

度
の
燃
費
目
標
は
４
・
50
㌔

㍍
／
㍑
で
あ
っ
た
が
︑
な
か

で
も
︑
こ
の
燃
費
目
標
を
提

案
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
５

・
27
㌔
㍍
／
㍑
を
達
成
し

た
︒
重
量
物
輸
送
が
多
い
同

社
で
︑
こ
の
記
録
は
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
︑
他
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
も
︑
良
い
刺
激
と
な

っ
た
︒

　
﹁
実
は
︑
弊
社
で
は
私
ど

も
が
き
ち
ん
と
し
た
お
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

以
上
︑
お
客
様
に
も
相
応
の

対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
︒

例
え
ば
︑
積
み
込
み
先
で
の

待
機
時
間
に
つ
い
て
︑も
し
︑

指
定
さ
れ
た
時
間
通
り
に
積

み
込
み
が
開
始
さ
れ
な
い
場

合
は
︑
車
両
を
引
き
上
げ
る

と
い
う
対
応
を
し
て
い
ま
す
︒

双
方
の
約
束
事
で
す
の
で
︑

﹃
待
機
時
間
を
記
録
す
る
﹄

﹃
料
金
を
請
求
す
る
﹄
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
︑﹃
帰
る
﹄

こ
と
を
選
択
し
て
い
ま
す
︒

そ
の
一
方
で
︑
ア
ル
コ
ー
ル

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
は
︑
エ
ン
ジ

ン
を
切
っ
て
か
ら
一
定
時
間

を
過
ぎ
る
と
︑
エ
ン
ジ
ン
を

か
け
る
た
め
に
は
最
初
か
ら

一
連
の
動
作
を
や
り
直
さ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
︒
荷
主
の

現
場
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は

そ
の
都
度
︑
呼
気
を
機
器
に

吹
き
か
け
︑
ロ
ッ
ク
を
解
除

し
て
か
ら
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

て
い
ま
す
︒よ
そ
か
ら
見
た
ら

﹃
何
を
し
て
い
る
早
く
車
を

動
か
せ
﹄
と
苦
情
も
出
そ
う

な
も
の
で
す
が
︑﹃
岡
崎
陸

運
さ
ん
は
き
ち
ん
と
し
て
い

る
か
ら
﹄
と
一
目
置
い
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
︒
時
に
は

様
々
な
事
情
を
勘
案
し
て
い

た
だ
き
︑
積
み
込
み
順
を
繰

り
上
げ
て
い
た
だ
く
な
ど
の

便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
﹂（
同
）

　

同
社
で
は
︑
ア
ル
コ
ー
ル

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
と
い
う
機

器
を
導
入
し
て
︑
飲
酒
運
転

撲
滅
を
目
指
し
て
い
る
が
︑

こ
う
し
た
機
器
の
抑
止
力
が

絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
は

考
え
て
い
な
い
︒﹁
こ
れ
を
嫌

が
る
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
で

は
使
い
物
に
な
ら
な
い
﹂
と

岡
崎
社
長
が
語
る
よ
う
に
︑

労
働
条
件
の
向
上
や
そ
の
意

味
を
理
解
す
る
︑﹁
会
社
と

従
業
員
の
信
頼
関
係
﹂
を
重

視
す
る
と
い
う
ベ
ー
ス
が
あ

る
か
ら
だ
︒

　

そ
こ
で
も
︑
信
頼
関
係
だ

け
に
胡あ

ぐ

ら坐
を
か
く
の
で
は
な

く
︑﹁
安
全
と
信
頼
﹂
の
た

め
に
い
い
と
思
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
︑
果
敢
に
取
り
組
む

姿
勢
を
崩
さ
な
い
︒

　

同
社
の
安
全
対
策
と
し
て

は
︑
車
載
機
器
に
よ
る
走
行

画
像
と
︑
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で
の

車
両
位
置
情
報
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
運
行
管
理
︑
デ
ィ
ー
ラ

ー
主
催
に
よ
る
日
常
整
備
点

検
の
講
習
︑
全
車
両
へ
の
ウ

ィ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
装

着
︑
赤
磐
消
防
署
員
に
よ
る

救
命
講
習
講
座
の
実
施
︑
岡

山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
主
催
の

﹁
省
エ
ネ
・
安
全
運
転
技
術

講
習
会
﹂
へ
の
参
加
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
添
乗
指
導
の
実

施
︑
毎
日
の
日
常
点
検
・
３

か
月
・
12
か
月
点
検
な
ど
各

種
法
令
点
検
と
︑
月
１
回
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
整
備
管
理
者

合
同
で
の
﹁
車
両
総
点
検
﹂

の
実
施
な
ど
︑
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
で
い
る
︒

﹁﹃
安
全
と
信
頼
﹄
の
確
立
へ

の
道
の
り
を
従
業
員
皆
で
一

歩
ず
つ
歩
ん
で
い
ま
す
︒
ア

ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
と

い
う
機
器
も
大
事
で
す
が
︑

本
当
に
大
切
な
の
は
お
互
い

の
信
頼
関
係
だ
と
思
い
ま

す
︒
年
に
１
回
︑
慰
安
旅
行

で
勤
続
表
彰
を
行
う
の
で
す

が
︑
そ
の
時
に
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
﹃
社
長
ご
ち
そ
う
に
な

り
ま
す
﹄と
言
わ
れ
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
私
は
﹃
君
た
ち
自

身
が
働
い
た
か
ら
︑
ご
ち
そ

う
に
な
っ
て
い
る
の
は
私
だ
﹄

と
答
え
ま
し
た
︒
社
長
の
私

は
皆
が
働
き
や
す
い
会
社
運

営
や
職
場
環
境
を
段
取
り
す

る
だ
け
で
す
︒
現
場
で
働
く

の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
達
が

淡
々
と
︑
そ
し
て
丁
寧
に
仕

事
を
し
て
く
れ
た
姿
を
見
聞

き
し
た
新
し
い
お
客
様
が
︑

﹃
取
引
を
開
始
し
た
い
﹄
と

申
し
出
て
く
れ
た
時
も
あ
り

ま
し
た
︒
荷
主
先
で
の
普
段

の
姿
が
一
番
の
営
業
力
だ
と

い
う
こ
と
の
証
明
だ
と
思
い

ま
す
︒
価
格
よ
り
も
︑
安
全

と
信
頼
︒
こ
れ
は
小
手
先
で

は
な
く
︑
長
年
の
積
み
重
ね

が
も
の
を
い
う
の
で
す
︒
人

間
対
人
間
の
信
頼
関
係
を
と

に
か
く
大
切
に
す
る
こ
と
が
︑

最
大
の
事
故
防
止
対
策
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

　

岡
崎
陸
運
株
式
会
社
（
岡

崎
博
社
長
）
は
︑
岡
山
県
赤

磐
市
に
本
社
を
構
え
︑
倉
敷

市
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
展
開

す
る﹁
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
﹂

で
生
産
さ
れ
る
石
油
化
学
製

品
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の

輸
送
を
柱
に
発
展
︒
こ
の
ほ

か
に
も
︑
製
紙
会
社
の
紙
製

品
や
エ
ア
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の

パ
ー
ツ
輸
送
な
ど
を
担
っ
て

い
る
︒

　

同
社
の
輸
送
範
囲
は
︑
基

本
的
に
同
社
本
社
を
起
点
と

し
て
半
径
２
０
０
㌔
㍍
以
内

で
あ
り
︑
定
期
的
な
業
務
で

の
長
距
離
輸
送
お
よ
び
宿
泊

を
伴
う
よ
う
な
運
行
は
行
わ

な
い
方
針
で
あ
る
︒

　

昭
和
56
年
の
創
業
当
初

は
︑
同
社
で
も
関
東
地
方
や

九
州
地
方
な
ど
へ
の
長
距
離

運
行
を
行
っ
て
い
た
が
︑
過

労
・
長
時
間
運
転
を
防
ぐ
目

的
で
︑
徐
々
に
近
距
離
・
地

場
輸
送
へ
シ
フ
ト
し
て
き
た
︒

　
﹁
弊
社
が
長
距
離
運
行
か

ら
撤
退
し
て
︑
本
社
起
点
か

ら
半
径
２
０
０
㌔
㍍
の
輸
送

範
囲
の
業
務
に
特
化
し
た
き

っ
か
け
は
︑
な
ん
と
い
っ
て
も

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
短

縮
の
た
め
に
あ
り
ま
す
︒
輸

送
距
離
を
延
ば
せ
ば
︑
必
然

的
に
運
転
・
労
働
時
間
︑
拘

束
時
間
が
長
く
な
り
︑
過
重

労
働
に
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
︒
ま
た
︑
過
労
運
転
が
続

け
ば
︑
事
故
を
起
こ
す
確
率

も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
を
維
持
・

増
進
し
て
︑
安
全
・
安
心
な

運
行
を
期
す
た
め
に
は
︑
弊

社
で
の
﹃
長
距
離
運
行
か
ら

撤
退
す
る
﹄
と
い
う
考
え
方

は
必
然
的
な
も
の
で
し
た
﹂

（
岡
崎
博
社
長
）

　

従
来
型
の
経
営
で
い
え

ば
︑
走
る
分
だ
け
売
上
が
伸

び
︑
走
ら
な
け
れ
ば
経
営
は

成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま

う
︒
そ
れ
で
は
︑
同
社
で
は

い
か
に
し
て
そ
の
常
識
を
覆

し
た
の
か
︒

　

同
社
の
経
営
理
念
と
し
て

創
業
当
初
か
ら
掲
げ
ら
れ
て

い
る
の
は
︑﹁
安
全
と
信
頼
﹂

　

同
社
の
柱
と
な
る
石
油
化

学
製
品
輸
送
で
は
︑
基
本
的

な
荷
姿
は
袋
状
の
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
で
あ
り
︑
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
粒
子
が
詰
め
ら
れ
た
25
㌔

単
位
の
袋
を
１
㌧
ご
と
パ
レ

ッ
ト
に
積
ん
で
︑
こ
れ
を
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
に
よ
り
ト
ラ
ッ

ク
荷
台
へ
と
積
載
す
る
︒ご
く

一
部
で
手
作
業
が
残
っ
て
い
る

が
︑
全
体
的
に
は
パ
レ
ッ
ト

化
・
省
力
化
が
進
ん
で
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
社
の
こ
の
輸
送

に
つ
い
て
は
︑
運
賃
・
料
金

的
に
ト
ン
ベ
ー
ス
で
計
算
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
︑
車
扱
い

は
少
な
い
と
い
う
︒
こ
の
た

め
︑
コ
ス
ト
的
に
も
輸
送
効

率
的
に
も
車
両
の
軽
量
化
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

て
︑
積
極
的
に
車
両
軽
量
化

に
取
り
組
ん
だ
︒

　

あ
る
メ
ー
カ
ー
の
車
両
で

は
︑
助
手
席
を
省
い
た
キ
ャ

ビ
ン
の
車
両
を
製
作
︒
ま
た
︑

あ
る
メ
ー
カ
ー
の
車
両
で
は

エ
ン
ジ
ン
を
排
気
量
８
リ
ッ

タ
ー
に
軽
量
化
︒
ま
た
︑
近

距
離
・
地
場
輸
送
が
多
い
こ

と
か
ら
︑
燃
料
タ
ン
ク
も
容

量
３
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
容
器
１

つ
に
す
る
な
ど
︑
徹
底
的
に

軽
さ
を
追
求
し
た
︒

　

ま
た
︑
メ
ー
カ
ー
を
問
わ

ず
︑
同
社
の
全
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
の
床
は
︑
木
材
か
ら
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
フ
ロ
ア
に
変

更
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
軽

量
化
対
策
の
結
果
︑
同
社
の

主
力
で
あ
る
車
両
総
重
量
25

㌧
車
の
ほ
と
ん
ど
の
車
両
で
︑

最
大
15
・
２
㌧
の
積
載
量
を

確
保
︒
一
部
︑
最
少
で
も
14

㌧
を
確
保
し
て
い
る
︒

　
﹁
昭
和
の
高
度
経
済
成
長

期
で
あ
れ
ば
︑
正
直
︑
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
意
識
さ
れ

ず
︑
法
令
遵
守
よ
り
コ
ス
ト

れ
ば
︑
同
社
は
む
げ
に
断
る

の
で
は
な
く
︑
無
理
の
な
い

よ
う
に
諸
条
件
と
運
賃
・
料

金
を
提
示
し
て
︑
納
得
し
て

も
ら
え
れ
ば
受
託
す
る
こ
と

は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
︒
協

力
会
社
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
︑
以
前
は
同
社
の
業
務
中

５
割
を
占
め
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
︑﹁
外
注
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
と
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
防

ぐ
た
め
︑
お
預
か
り
し
た
荷

物
は
す
べ
て
内
部
ス
タ
ッ
フ

が
責
任
を
も
っ
て
輸
送
に
あ

た
り
︑
信
頼
に
応
え
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
﹂（
同
）

と
い
う
方
針
か
ら
︑
現
在
で

は
協
力
会
社
へ
の
委
託
は
１

割
を
切
る
︒

　
﹁
令
和
６
年
４
月
か
ら
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
開

始
さ
れ
る
な
ど
︑
こ
れ
か
ら

は
労
働
時
間
を
巡
る
規
制
は

完
全
に
ク
リ
ア
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
︒
労
働
条
件
が
悪
く
︑
長

時
間
労
働
を
強
い
て
い
る
運

送
事
業
者
に
は
︑
条
件
の
悪

い
人
し
か
集
ま
っ
て
き
ま
せ

ん
︒
い
い
人
材
を
確
保
し
た

い
と
思
っ
た
ら
︑﹃
い
い
人
材

が
集
ま
る
い
い
会
社
﹄
に
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
︒
こ
れ

は
︑
私
ど
も
の
よ
う
な
零
細

企
業
で
あ
っ
て
も
大
企
業
で

あ
っ
て
も
変
わ
り
な
い
と
断

言
で
き
ま
す
﹂（
同
）

要
と
な
る
︒

　
﹁
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
は
︑
私
ど
も
零
細
企
業

に
は
費
用
面
で
も
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
も
の
と
い
う
認
識
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑

費
用
以
上
の
効
果
は
あ
り
ま

す
︒
実
は
︑
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
の
法
制
化
当
時
︑
弊
社

で
も
点
呼
時
に
ア
ル
コ
ー
ル

が
検
知
さ
れ
︑
２
人
ほ
ど
退

社
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
︒
弊
社
で

は
︑
輸
送
形
態
を
見
直
し
︑

週
休
２
日
制
を
導
入
し
て
祝

祭
日
も
休
日
と
し
て
い
る
ほ

　

ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
導
入
で
厳
し
く
ド
ラ
イ
バ

ー
を
管
理
す
る
一
方
︑
同
社

で
は
︑
従
業
員
へ
の
福
利
厚

生
を
充
実
さ
せ
︑
労
働
条
件

の
向
上
も
図
っ
て
い
る
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
︑
１

年
間
無
事
故
・
無
違
反
で
あ

れ
ば
︑
10
万
円
の
無
事
故
手

使
用
す
る
こ
と
で
二
重
に
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
の
で
︑﹃
完
全

に
飲
酒
運
転
を
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
で
き
る
﹄
と
安
心
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
こ
れ

ま
で
も
弊
社
は
︑
長
距
離
運

行
を
減
ら
し
︑
半
径
２
０
０

㌔
㍍
圏
内
の
日
帰
り
運
行
が

主
で
あ
る
た
め
︑
飲
食
の
機

会
も
減
り
管
理
し
や
す
か
っ

た
の
で
す
が
︑
導
入
に
よ
っ

て
︑
よ
り
安
心
感
は
増
し
ま

し
た
︒
ま
た
︑
当
然
飲
酒
運

転
も
事
故
も
あ
り
ま
せ
ん
﹂

（
同
）

　

な
お
︑
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
ク
の
導
入
費
用
は

１
台
当
た
り
約
15
万
円
で
︑

さ
ら
に
呼
気
吹
き
込
み
式
の

ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

は
︑﹁
較
正
（
こ
う
せ
い
）﹂

と
呼
ば
れ
る
測
定
器
を
校
正

（
再
生
）
す
る
間
隔
が
１
８

０
日
以
上
の
期
間
と
技
術
指

針
で
定
め
ら
れ
て
い
る
︒
こ

れ
に
よ
り
︑
性
能
を
保
持
す

る
た
め
に
半
年
に
１
回
︑
１

台
当
た
り
１
・
５
万
円
が
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
し
て
必

か
︑
労
働
時
間
が
短
く
と
も

賃
金
水
準
は
他
産
業
に
も
ひ

け
を
と
ら
な
い
な
ど
︑
労
働

条
件
向
上
や
福
利
厚
生
制
度

の
充
実
を
目
指
し
て
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
・
従
業
員
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
︒
つ
ま
り
︑﹃
そ

れ
を
な
ぜ
行
っ
て
い
る
か
﹄

と
い
う
意
識
の
問
題
で
す
︒

我
々
の
考
え
方
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

に
は
退
出
し
て
い
た
だ
き
︑

私
ど
も
と
同
じ
意
識
で
働
き

た
い
と
い
う
人
材
に
集
っ
て

も
ら
え
ば
い
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

当
を
支
給
し
て
い
る
︒
次
年

以
降
︑
無
事
故
・
無
違
反
を

続
け
る
と
１
万
円
ず
つ
上
積

み
さ
れ
る
仕
組
み
で
︑
金
額

の
上
限
は
５
年
連
続
の
15
万

円
︒
そ
れ
以
降
も
無
事
故
・

無
違
反
で
あ
れ
ば
︑
そ
の
金

額
が
支
給
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
従
業
員
の
奥
さ
ん

で
あ
る
︒
安
全
と
信
頼
は
互

い
に
深
い
関
係
で
あ
り
︑
こ

の
安
全
と
信
頼
を
獲
得
す
る

た
め
に
様
々
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
︒

　

例
え
ば
︑
15
㌧
ロ
ッ
ト
の

貨
物
輸
送
の
依
頼
を
受
け
た

場
合
︑
15
㌧
積
載
の
車
両
が

な
け
れ
ば
︑
大
型
ト
レ
ー
ラ

１
台
か
︑
単
車
で
12
㌧
の
大

型
車
１
台
と
４
㌧
の
中
型
車

１
台
な
ど
合
計
２
台
を
用
意

す
る
こ
と
に
な
る
︒
運
賃
・

料
金
は
車
扱
い
で
は
な
く
ト

ン
ベ
ー
ス
で
あ
る
た
め
︑
ど

ち
ら
の
場
合
で
も
コ
ス
ト
面

で
お
客
様
に
負
担
を
求
め
る

か
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
負
担
を
被
る
か
の
選
択
と

な
る
︒

　

同
社
で
は
︑
こ
う
し
た
状

況
を
回
避
す
る
た
め
に
︑
ト

ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
︑
デ
ィ
ー

ラ
ー
︑
そ
し
て
︑
車
体
架
装

メ
ー
カ
ー
等
の
協
力
を
得

ダ
ウ
ン
と
い
う
こ
と
が
通
用

し
た
と
思
い
ま
す
︒
当
時
で

あ
れ
ば
︑
10
㌧
車
に
15
㌧
積

む
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑

今
︑
私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
国
民
生
活
と
経
済

活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠

な
事
業
と
認
識
さ
れ
︑
社
会

か
ら
の
負
託
と
期
待
を
裏
切

る
こ
と
な
ど
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
︒
ま
た
︑
荷
主
企
業
に

対
し
て
も
︑
こ
う
し
た
価
格

面
だ
け
の
提
案
︑
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
で
は
信
頼
を
失
う
だ

け
で
す
︒
私
ど
も
は
︑
現
在

の
料
金
・
料
金
体
系
で
提
供

可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
示
し
︑

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
お
客

様
と
だ
け
お
付
き
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
︑﹃
安

全
﹄
と
﹃
信
頼
﹄
を
提
供
で

き
る
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

た
だ
し
︑
長
距
離
で
も
︑

﹁
岡
崎
陸
運
さ
ん
に
ど
う
し

て
も
お
願
い
し
た
い
﹂
と
い

う
お
客
様
か
ら
の
依
頼
が
あ

転
席
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
︑

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
に
よ
っ

て
呼
気
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
が

検
出
さ
れ
た
場
合
に
︑
エ
ン

ジ
ン
が
始
動
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
装
置
で
あ
る
︒

　

同
社
で
初
め
て
ア
ル
コ
ー

ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
導
入

し
た
の
は
︑
平
成
19
年
６
月
︒

当
初
は
外
国
製
の
製
品
を
導

入
し
た
が
︑
の
ち
に
国
産
製

品
が
販
売
さ
れ
た
と
の
情
報

を
ト
ラ
ッ
ク
デ
ィ
ー
ラ
ー
か

ら
得
て
︑
新
車
へ
の
代
替
時

期
ご
と
に
国
産
品
を
順
次
導

入
し
て
い
っ
た
︒

　
﹁
国
が
︑
点
呼
時
に
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
の
使
用
を
義

務
づ
け
た
法
制
化
以
前
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

を
試
験
的
に
導
入
し
︑
23
年

の
法
制
化
以
降
に
導
入
を
本

格
化
し
ま
し
た
︒
弊
社
で
は
︑

点
呼
で
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器

を
使
用
し
て
飲
酒
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
︑

ト
ラ
ッ
ク
で
エ
ン
ジ
ン
を
始

動
す
る
運
行
直
前
に
も
ア
ル

コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を

　

安
全
と
信
頼
を
勝
ち
得
る

に
は
︑
交
通
事
故
が
な
い
と

い
う
こ
と
が
必
然
の
条
件

だ
︒
中
で
も
飲
酒
運
転
は
重

大
事
故
に
繋
が
る
可
能
性
が

高
く
︑
同
社
で
は
撲
滅
を
期

し
て
い
る
︒

　

現
在
同
社
で
は
︑
強
力
な

飲
酒
運
転
防
止
対
策
と
し
て
︑

﹁
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
﹂
を
導
入
し
て
い
る
︒
こ

の
装
置
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
運

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
業
界
一
丸

と
な
っ
て
交
通
事
故
防
止
活
動
に
取
り

組
む
た
め
︑
会
員
事
業
者
の
優
良
な
交

通
事
故
防
止
活
動
を
適
宜
紹
介
し
て
い

ま
す
︒
今
回
は
︑
今
年
に
入
っ
て
増
加

傾
向
に
あ
る
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

飲
酒
運
転
お
よ
び
飲
酒
事
故
の
撲
滅
を

目
的
に
︑﹁
安
全
と
信
頼
﹂
を
経
営
理
念

と
し
︑
質
の
高
い
仕
事
を
お
客
様
に
提

供
す
る
た
め
に
︑
従
業
員
を
大
切
に
し

な
が
ら
︑
飲
酒
運
転
防
止
に
有
効
な
装

置
と
し
て
知
ら
れ
る
﹁
ア
ル
コ
ー
ル
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
﹂
を
導
入
し
た
︑
岡
山

県
の
岡
崎
陸
運
㈱
を
紹
介
し
ま
す
︒

「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
質
向
上
」
が
最
重
要
課
題

交
通
・
重
大
事
故
が
な
い
の
は
当
然

徹
底
し
た
車
両
の
軽
量
化
対
策

生
産
性
向
上
で
顧
客
と
事
業
者
に
メ
リ
ッ
ト

近
距
離
・
地
場
輸
送
に
特
化

長
距
離
運
行
か
ら
徐
々
に
シ
フ
ト

企業プロフィール
■ 社　　　名� 岡崎陸運㈱
■ 所　在　地� 岡山県赤磐市南方671
■ 代　表　者 代表取締役　岡崎　博   
■ 創　　　業　�昭和56年5月
■ 設　　　立　�昭和60年9月
■ 資　本　金� 2，100万円
■ 社　員　数� 24人（うちドライバー22人）
■ 車　両　数� 22台（大型21台、4トン1台）

福
利
厚
生
制
度
も
充
実

他
産
業
並
み
の
労
働
条
件
を
目
指
し
て

安全と信頼を獲得するために安全と信頼を獲得するために
アルコールインターロックを導入アルコールインターロックを導入 飲

酒
運
転
防
止

岡
崎
陸
運
株
式
会
社
（
岡
山
県
赤
磐
市
）

特別編

運転席でエンジンを始動するためには、まず、アルコールインターロックで飲酒検知器に
呼気を吹きかけ、アルコールが検知されないことが必要

月に１回、ドライバーが整備管理者とともに実施する車両総点検

同社主力の大型25トン車は、助手席を省いたり、燃料タンクを300リットル一つにするな
どの軽量化対策がとられている

岡崎　博
代表取締役

大
型
車
、
４
㌧
車
の
年
度
燃
費
目
標
値
と
、
全
ド
ラ
イ
バ
ー
の
燃
費
成
績
が
社
内
で
公

表
さ
れ
て
い
る
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コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
社
会
的
変

化
が
起
き
つ
つ
あ
る
︒
そ
の
１
つ
が

雇
用
形
態
の
変
化
の
兆
し
だ
︒
例

え
ば
︑
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

は
従
来
か
ら
副
業
を
認
め
て
い
た

が
︑
副
業
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と

い
う
報
道
が
あ
っ
た
︒
他
社
へ
の

出
向
な
ど
も
進
め
て
い
る
よ
う

だ
︒
社
会
的
な
方
向
性
と
し
て
︑

副
業
を
認
め
る
動
き
は
以
前
か
ら

徐
々
に
進
め
ら
れ
て
き
た
︒
だ
が
︑

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
︑
副
業
・
兼

業
を
容
認
す
る
流
れ
が
加
速
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
︒

　

就
職
・
転
職
情
報
な
ど
の
マ
イ

ナ
ビ
が
﹁
働
き
方
︑
副
業
・
兼
業

に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（
２
０
２
０

年
）﹂
を
発
表
し
た
︒
そ
れ
に
よ

る
と
副
業
・
兼
業
を
現
在
認
め
て

い
る
企
業
は
︑
全
業
種
で
は
49
・

６
％
︑
物
流
業
で
は
41
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
マ
イ
ナ
ビ

が
今
年
１
~
７
月
に
中

途
採
用
業
務
を
行
っ
た

企
業
の
人
事
担
当
者
を

対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
調
査
し
た
結
果
で
︑

有
効
回
答
数
は
１
９
１

０
︒
そ
の
う
ち
物
流
業

に
は
運
輸
・
交
通
・
物

流
・
倉
庫
が
含
ま
れ
て

お
り
︑
有
効
回
答
数
が

１
２
７
と
い
う
︒
だ
が
︑
物
流

業
の
41
・
７
％
と
い
う
数
値
は

信
じ
が
た
い
と
い
う
の
が
実
感

だ
︒現
場
の
実
態
も
そ
う
だ
が
︑

副
業
を
認
め
る
の
に
︑
な
ぜ
中

途
採
用
す
る
の
か
︒

　

そ
れ
は
と
も
か
く
︑
同
調
査

に
お
け
る
物
流

業
の
結
果
は
次

の
よ
う
だ
︒﹁
現

在
認
め
て
い
て

将
来
拡
充
す
る

予
定
﹂13
・
３
％
︑

﹁
現
在
認
め
て

い
る
が
将
来
は

廃
止
す
る
予
定
﹂

１
・
５
％
︑﹁
現

在
は
一
部
認
め

て
い
て
将
来
は

拡
充
予
定
﹂
21

・
５
％
︑﹁
現
在

は
一
部
認
め
て
い

る
が
将
来
は
廃

止
予
定
﹂
５
・

４
％
︑﹁
現
在
は

認
め
て
い
な
い
が
将
来
は
認
め

る
予
定
﹂
14
・
７
％
︑﹁
現
在

も
将
来
も
認
め
る
可
能
性
は
低

い
﹂
43
・
６
％
︒

　

副
業
・
兼
業
を
導
入
し
て
い

る
企
業
は
︑
社
員
の
﹁
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
﹂
や
﹁
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
﹂
な
ど
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
企
業
が
多
い
と
い
う
︒一
方
︑

副
業
・
兼
業
を
認
め
て
い
な
い
企

業
で
は
︑﹁
社
員
の
労
働
時
間
が

過
剰
に
な
り
本
業
に
影
響
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
﹂
と
い
う
回
答
が

53
・
３
％
で
一
番
多
か
っ
た
︒
こ

れ
は
全
体
で
も
44
・
３
％
と
一
番

多
く
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
副
業

や
兼
業
を
導
入
す
る
理
由
は
﹁
社

員
の
収
入
を
補
填
す
る
た
め
﹂
が

最
も
多
く
43
・
４
％
で
あ
る
︒
こ

れ
は
︑
自
社
の
賃
金
だ
け
で
は
生

活
が
厳
し
い
と
い
う
現
状
を
自
認

し
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る
︒
し

た
が
っ
て
︑
副
業
・
兼
業
を
認
め

る
企
業
が
増
え
て
く
れ
ば
︑
正
社

員
の
実
質
的
な
非
正
社
員
化
が
進

む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
︒
さ
ら
に
︑

心
配
な
の
は
﹁
労
働
時
間
が
過
剰

に
な
り
本
業
に
影
響
が
出
る
可
能

性
﹂
だ
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
態
と

従
業
員
の
副
業
・
兼
業
は
ど
う

か
︒
結
論
と
し
て
は
︑
運
送
会
社

の
従
業
員
の
副
業
は
難
し
い
だ
ろ

う
︒
だ
が
︑
逆
に
他
業
種
企
業
の

従
業
員
を
副
業
と
し
て
受
け
入
れ

て
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
可
能

だ
︒
正
社
員
の
労
働
時
間
短
縮
分

を
補
填
す
る
よ
う
な
雇
用
政
策
で

あ
る
︒

第
266
回

「副業・兼業時代」と運送事業者

❶
❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽
❾

10

12

131415
16

11

1920

21

17
18

24 25

26

22
23

安全運行のオアシス トラックステーション
全国26か所のトラックステーション（TS）は全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5条 1-1-2　 011-897-9101� 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会 41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455� 30
❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74
� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45
� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70
� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第75回］

巨匠の秋の大作は……

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜道路交通法の用語の定義編〜
	 【解 答】２面に問題

❶×（法第2条第1項第8号）車両と
は、自動車、原動機付自転車、軽車
両及びトロリーバスをいう。
❷	○（法第2条第1項第5号）十字路、
丁字路その他2以上の道路が交わる
場合における当該2以上の道路（歩
道と車道の区別のある道路において
は、車道）の交わる部分をいう。
❸	×（法第2条第1項第20号）徐行と
は、車両等が直ちに停止することが
できるような速度で進行することを
いい、おおむね時速10キロ以下とさ

れている。
❹	×（法第2条第1項第18号）駐車と
は、車両等が客待ち、荷待ち、貨物
の積卸し、故障その他の理由により
継続的に停止すること（貨物の積卸
しのための停止で5分を超えない時
間内のもの及び人の乗降のための
停止を除く）をいう。
❺	○（法第2条第3項第1号）身体障
害者用の車いす、歩行補助車等又は
小児用の車を通行させている者は、
歩行者として扱われる。
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187「
知
ら
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ざ
る
鯖
街
道
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」宮
崎
県・飫お

び肥
街
道
と
都み

や
こ
の
じ
ょ
う城
の
鯖
飯

　

宮
崎
が
餃
子
消
費
量
日
本

一
に
な
っ
て
話
題
だ
が
︑
県

民
は
大
の
魚
好
き
で
も
あ
る
︒

日
向
灘
側
は
鮮
魚
が
出
回
る

し
︑
実
は
内
陸
部
で
も
魚
は

よ
く
食
べ
ら
れ
︑
県
南
・
都

城
で
は
鯖
が
愛
さ
れ
て
い
る
︒

　

実
感
し
た
の
は
︑
西
都
城

の
繁
華
街
・
上
町
の
国
道
10

号
か
ら
一
歩
入
っ
た
﹁
お
ま

か
せ
料
理
つ
か
野
﹂
で
︒
鯖

め
し
（
店
は
﹁
さ
ば
め
し
﹂）

と
い
う
昼
の
丼
物
が
人
気
な

の
だ
︒

　

団
塊
世
代
の
店
主
・
塚
野

次
利
さ
ん
に
よ
る
と
︑
子
ど

も
時
代
は
日
南
・
串
間
の
塩

鯖
が
都
城
ま
で
運
ば
れ
︑
魚

屋
に
並
ん
だ
︒
こ
の
切
り
身

の
焼
き
鯖
が
日
常
の
お
か
ず

だ
っ
た
の
で
︑
都
城
っ
子
は

鯖
に
愛
着
し
て
い
る
︒
そ
れ

岬
か
ら
志し

ぶ

し

布
志
湾
へ
回
り
込

ん
だ
と
ば
口
に
位
置
し
︑
漁

業
が
盛
ん
︒
こ
こ
か
ら
志
布

志
街
道
を
担
ぎ
屋
が
北
上

し
︑
城
下
町
・
飫
肥
か
ら
は

西
に
進
路
を
取
っ
て
都
城
ま

で
杉
山
の
道
を
進
ん
だ
︒

　

こ
の
ル
ー
ト
が
飫
肥
街
道

こ
と
国
道
２
２
２
号
で
約
60

㌔
㍍
︒
鯖
に
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い
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離
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︒

な
お
︑
狭
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飫
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道
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地
醤
油
︑
み
り
ん
︑
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ご

ま
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け
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︒

　

味
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染
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︑
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ノ
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に
た
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ぷ
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せ
︑
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切
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き
ゅ
う
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え

る
︒
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た
だ
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︒
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州

ら
し
い
甘
め
の
た
れ
で
鯖
が

く
つ
ろ
ぎ
︑
そ
の
躍
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感
が

舌
か
ら
全
身
に
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が
っ
た
︒

 

（
む
か
さ
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え
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で
店
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献
立
に
オ
リ
ジ
ナ
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の
鯖
め
し
を
加
え
た
そ
う
だ
︒

　

話
を
戻
す
と
︑
祭
の
と
き

な
ど
は
生
鯖
が
届
き
︑
刺
身

に
し
て
生
酢
︑
醤
油
︑
わ
さ

び
で
食
べ
た
︒
酢
で
食
べ
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の
が
南
国
ら
し
い
し
︑
中
毒

よ
け
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

と
も
あ
れ
都
城
に
も
海
辺
か

ら
の
鯖
街
道
が
あ
っ
た
の
だ
︒
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日
南
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都
井

飫
肥
か
ら
宮
崎
市
清
武
ま
で

を
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が
︑
今
は
日
南
と
都

城
を
結
ぶ
国
道
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一
般
的
に

飫
肥
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道
と
称
さ
れ
る
︒
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つ
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︑
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め
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︑
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て
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︑
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黒
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ぱ

っ
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し
た
日
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岸
の
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鯖
し
か
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わ
な
い
︒
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す
が

鯖
好
き
都
城
人
で
︑
締
め
鯖

に
し
て
か
ら
そ
ぎ
切
り
に
し
︑

　近年、事業用トラックによる飲酒運転事故
件数が増加傾向にあります。
　全日本トラック協会ではこのほど、リーフ
レット「飲酒運転の根絶を目指して～トラッ
クドライバーの飲酒の実態と再発防止策～」
を制作しました。ここでは、同リーフレット
をもとに、飲酒運転事例と飲酒運転防止対
策について紹介していきます。
　なお、同リーフレットは今号の『広報とら

っく』に同封しているほか、
全ト協ホームページ「事故
防止特設ページ」内の「飲
酒運転撲滅に向けた取り組
み」（左記 QRコード）から
も見ることができます。

「酒酔い運転」による死亡事故率は「飲酒なし」の場合の

全
ト
協

飲酒運転防止対策

トラックドライバーによる飲酒運転事例 ※ここに掲載した事業用トラックドライバーの飲酒運転事例（平成 30年の重大
　事故報告を調査・分析）は、国土交通省から提供を受けたもの。

◇運行管理者の点呼前に運転者が飲酒した事例

厳正な点呼の実施

◇運行管理者の点呼後に運転者が飲酒した事例

①乗務前に点呼が実施されなかった事例

②乗務前に点呼が実施されたものの、運転者の酒気帯びが見逃された事例

1前日（休日）に自宅で飲酒して就寝。翌日5時 30分頃に出社し、点呼者不在のため点呼を受けずに出庫し、8時 50分頃に事故発生。
2 6 時の出庫を指示していたにもかかわらず、同日3時頃に運行管理者の対面点呼を受けずに飲酒状態で出庫してすぐに交差点で他車に接触。
3前日に事業用自動車で帰宅。自宅付近の飲食店で18時過ぎから翌日2時過ぎまで焼酎などを飲酒。同日10時 20分頃に出社のため当該
車両で出発し、10分後に事故発生。

●出庫時・帰庫時は対面点呼を確実に実施する。
●酒気帯びの有無についての運転者による申し出を徹底する。
●アルコール検知器による確認を徹底する。
●遠隔地においても、 アルコール検知器の測定結果をリアルタイムで送信でき管理者が直接確認できるシステム（IT点呼）の導入を図る。
●アルコール検知器の使用の有無や酒気帯びの有無を点呼簿に記録する。
●点呼の執行体制を強化する。

飲酒状況等の実態把握
●運転者の雇用時に、 その運転者の飲酒傾向を確認する。
●フェリーを利用する事業者においては、抜き打ちによるフェリー乗船時の運転者の状況確認をする。
●管理者による個別面談や運転者からの申し出、 健康診断結果等により、 運転者の飲酒実態を把握する。

社内処分の強化
●酒気帯びが確認された運転者に対しては「乗務禁止」を命じる。
●帰庫時に酒気帯びが確認された場合には厳正な処分を行う。
●飲酒運転に対する懲戒規定の制定や見直しを行い、社内処分を強化する。

【懲戒規定例】
（解雇）
第 65条　従業員が次の各号の一つに該当するときは、諭旨解雇または懲戒解雇とする。
1. 飲酒運転または麻薬等服用運転をしたとき。
　（以下略）

従業員への指導・啓発
●飲酒運転防止教育を積極的に推進する。
　・飲酒運転に対する罰則・処分
　・飲酒が運転に及ぼす影響
●勤務時間前の飲酒禁止等の遵守事項を徹底する。
●労働組合、 従業員との協力体制を強化する。

家庭への啓発・広報
●飲酒習慣の改善や節酒等に対する協力を手紙等により家族に要請する。

1 3 時の点呼時にはアルコール検知器に息を吹きかけているように運行管理者の前で見せたものの、実際は息が吹きかからないように工夫してい
た。点呼後に車庫を出発。6時 30分頃に飲酒した上で運行再開。さらに8時過ぎに飲酒して運行再開し、9時 30分頃に他の車両・工作
物に接触。

2 10 時 30分頃、集荷のための待機中、缶ビールを飲み仮眠。15時頃の電話点呼時にはアルコール検知器の数値を0.00mg/ℓと報告の上、
運行を開始。21時 50分頃、酒気帯びで検挙。

3宿泊を伴う運行の休息中、ドライブインで22時過ぎに缶酎ハイを飲み仮眠。翌日6時起床後、電話点呼の上、運行を開始したが、2時間
後に事故発生。

1 4 時前に点呼を行い車庫を出庫。4時過ぎ、コンビニエンスストアで缶酎ハイを飲酒し、4時 30分頃に運行再開。その3時間後に赤信号に
突入し、他の車両と衝突。

2 休憩中に飲食店で飲酒後、駐車場から出る際に他車と衝突 （当該運転者が運転していた車両にはアルコールインターロックが装備されていたが、
エンジンをかけた状態で休憩をとっていた）。

3 12 時 30分頃にコンビニで焼酎などを飲酒後、休息の予定だったが車両を運転し、14時過ぎに交差点で他車と接触。
4 11 時 20分頃に点呼を行い車庫を出発。休息中に自宅に立ち寄り飲酒をし、17時過ぎに荷受け場所に向け出発。その後の運行で18時頃
に追突事故発生。

飲酒運転の根絶を目指して
▼事業用トラックドライバーの飲酒の実態と再発防止策▼▼事業用トラックドライバーの飲酒の実態と再発防止策▼
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・車種判別センサーで「車種」と「大きさ」を自動的に判別し、
　車に合わせた最適な洗車を可能にしました。
・洗車に伴うスタッフの負担軽減と業務の効率化を強力サポート！

・検査ラインとの連動で車両を6台のカメラで自動撮影し、お客様
  の管理と共にコンプライアンスを強化します。
・カメラは最大12台までの接続が可能です。

ビッグウォッシャー  アバンザードCS-Photo α6
検査車両撮影システム 大型車両用門型洗車機

使用水量の大幅削
減！

ラクに・エコに・
キレイに！！検査時に車両を自

動撮影！

顧客・車両管理を強
力バックアップ！！

本社 /〒113-0034 東京都文京区湯島 3-26-9
Tel.03-3833-6110 Fax.03-5688-7074販売元 http://www.iyasaka.co.jp
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▼
従
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弟
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友
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の
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を
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て
い
て
︑
昨

今
の
核
家
族
化
や
檀
家
の
減
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︑
そ
し

て
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
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し
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い
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切
実
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い
ま
し
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︒
尊
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末
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し
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執
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︑
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え
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で
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よ
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▼
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か
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︑
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﹁
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だ
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︒
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蒲
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座
る
時
は
︑
必

ず
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線
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︑
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き
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︑
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る
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︒
す
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︑

脳
裏
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去
っ
て
頭
の
中
が

ク
リ
ア
に
な
り
︑
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る
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一
気
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︒
瞑
想
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に
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線
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︑
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︒
▼
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︑
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︑

香
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︒
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ネ
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︑
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
寄
せ
る
か
の
よ

う
な
お
線
香
の
浄
化
作
用
は
︑
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テ
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︒
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︑
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︑
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︒
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︑
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︒
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﹂
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︑
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︑
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︑
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︒
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よ
﹄
の
主
人
公
・

車
寅
次
郎
は
︑
全
49
作
の
中
で
︑
全
国

各
地
の
名
所
旧
跡
や
山
間
の
温
泉
地
な

ど
を
訪
れ
て
い
ま
す
︒
が
さ
つ
で
デ
リ

カ
シ
ー
の
な
い
性
格
の
よ
う
で
い
て
︑

人
一
倍
寂
し
が
り
や
で
︑
他
人
思
い
の

寅
さ
ん
は
︑
何
か
の
拍
子
に
故
郷
に
戻

っ
て
は
大
騒
動
を
引
き
起
こ
し
︑
再
び

あ
て
の
な
い
旅
へ
と
向
か
う
の
で
す
︒

▼
毎
度
お
馴
染
み
の
展
開
で
︑
結
末
も

想
像
通
り
で
す
が
︑
地
方
で
巡
り
合
う

一
期
一
会
の
相
手
と
の
寅
さ
ん
な
ら
で
は

の
﹁
縁
﹂
や
︑マ
ド
ン
ナ
と
の
﹁
出
逢
い
﹂

に
魅
せ
ら
れ
ま
す
︒
時
と
し
て
︑
時
間

に
縛
ら
れ
ず
︑
人
間
関
係
に
苦
労
せ
ず
︑

自
由
奔
放
に
生
き
る
姿
に
﹁
羨
ま
し
い

な
あ
﹂
と
憧
れ
る
ば
か
り
で
す
︒
▼
国

が
推
奨
す
る
﹁
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
﹂
で
は
︑
こ
の
機
会
と
ば
か
り
に
高

価
格
の
宿
に
人
気
が
集
中
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
︑
鄙
び
た
宿
も
中
々
魅
力
的

で
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
︒
腕
時
計
を
外

し
て
︑
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
如
く
︑
今
と
な
っ
て
は
得
難
い
大

正
・
昭
和
の
香
り
を
残
し
た
全
国
に
残

る
﹁
わ
び
さ
び
の
聖
地
﹂
へ
旅
立
っ
て

み
ま
せ
ん
か
︒
寅
さ
ん
の
名
ゼ
リ
フ
︑﹁
風

の
吹
く
ま
ま
気
の
向
く
ま
ま
っ
て
や
つ

だ
よ
﹂
と
い
う
言
葉
が
︑
ど
こ
か
遠
く

か
ら
聞
こ
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室

  

195

長
崎
県
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
︒

　

長
崎
県
は
︑
日
本
本
土
の

最
西
端
︑
九
州
の
西
北
部
に

位
置
し
て
い
ま
す
︒
三
方
を

海
に
囲
ま
れ
︑
五
島
列
島
︑

壱
岐
︑
対
馬
を
は
じ
め
と
し

て
島
の
数
は
日
本
一
を
誇
っ
て

お
り
︑
多
く
の
半
島
と
島
々

か
ら
な
る
豊
か
な
自
然
と
美

し
い
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
︒
こ
う
し
た
地
理
的
条
件

も
あ
り
︑
昭
和
９
年
に
日
本

初
の
指
定
を
受
け
た
﹁
雲
仙

天
草
国
立
公
園
﹂
と
同
30
年

に
指
定
を
受
け
た
﹁
西
海
国

立
公
園
﹂
の
２
つ
の
国
立
公

園
︑
そ
し
て
︑﹁
壱
岐
対
馬

国
定
公
園
﹂︑﹁
玄
海
国
定
公

園
﹂
と
い
う
２
つ
の
国
定
公

園
︑
さ
ら
に
︑﹁
多
良
岳
県

立
公
園
﹂
を
は
じ
め
と
す
る

６
つ
の
県
立
自
然
公
園
が
あ

り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
島
々
を
有
し
︑
中

国
大
陸
︑
朝
鮮
半
島
に
最
も

近
い
こ
と
か
ら
︑
歴
史
的
に

も
古
代
か
ら
外
交
︑
通
商
の

玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
き
て
お
り
︑
特
に
︑

江
戸
幕
府
が
鎖
国
政
策
を
敷

い
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
オ
ラ

ン
ダ
や
中
国
と
の
唯
一
の
貿

易
窓
口
と
し
て
﹁
出
島
﹂
が

造
ら
れ
︑
こ
の
状
態
は
２
０

０
年
余
り
続
き
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
出
島
以
前
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
貿
易
は
平
戸
で
行

わ
れ
︑
ま
た
︑
朝
鮮
半
島
と

の
外
交
は
対
馬
藩
が
行
う
な

ど
︑
江
戸
時
代
の
日
本
外
交

は
︑
長
崎
県
が
全
て
を
担
っ

て
い
ま
し
た
︒
こ
の
よ
う
な

背
景
か
ら
︑
歴
史
的
な
遺
産

も
県
内
の
随
所
に
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

　

経
済
面
で
は
︑
昭
和
40
年

代
ま
で
は
︑
豊
富
な
海
洋
資

源
に
恵
ま
れ
た
強
み
を
活
か

し
た
水
産
業
や
炭
鉱
が
経
済

を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
長
崎
市
や
佐
世
保

市
に
軍
需
工
場
や
海
軍
工こ

う
し
ょ
う廠

が
古
く
か
ら
発
展
し
て
い
た

歴
史
的
経
緯
や
︑
海
上
自
衛

隊
︑
米
国
海
軍
が
基
地
を
も

つ
こ
と
も
あ
り
︑
造
船
業
が

発
展
し
ま
し
た
︒

　

近
年
は
︑
汎
用
機
械
︑
電

子
部
品
等
の
製
造
業
が
進
出

し
て
︑
電
子
部
品
の
産
業
集

積
化
が
進
む
な
ど
︑
こ
れ
ま

で
の
造
船
に
依
存
し
て
い
た

産
業
構
造
の
変
化
が
み
て
と

れ
ま
す
︒

　

岩
崎
弥
太
郎
︑
坂
本
龍
馬

の
時
代
か
ら
始
ま
り
︑﹁
三

菱
の
城
下
町
﹂
と
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
︑
三
菱
重
工
長

崎
造
船
所
香こ

う
や
ぎ焼
工
場
（
１
０

０
万
㌧
ド
ッ
ク
）
が
売
却
さ

れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
は
︑

県
民
が
一
様
に
驚
き
ま
し
た
︒

　

な
お
︑長
崎
県
の
人
口
は
︑

戦
後
一
貫
し
て
県
外
へ
の
転

出
超
過
が
続
き
︑
生
産
年
齢

人
口
（
15
~
64
歳
）
の
減
少

に
伴
い
︑
全
国
に
先
行
し
て

﹁
少
子
高
齢
化
社
会
﹂
が
進

ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
︒
い
っ

た
ん
流
出
し
た
人
口
は
容
易

に
は
戻
ら
ず
︑
人
口
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
︒

長
崎
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
巡
る
動
向
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
数
は
５
８
２
者
︑
７
３

６
営
業
所
︑
約
９
０
０
０
台

で
︑
こ
の
う
ち
︑
長
崎
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
員
は
５
１
４

者
︑
６
６
３
営
業
所
︑
８
６

７
４
台
で
す
︒
霊
柩
事
業
者

を
除
く
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
で
の
会
員
構
成
は
︑
事
業

者
数
の
92
％
︑
営
業
所
の
94

％
︑
ト
ラ
ッ
ク
台
数
の
97
％

と
な
っ
て
お
り
︑
比
較
的
高

い
入
会
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
背
景
に
は
︑
細
分
化

さ
れ
た
支
部
組
織
の
在
り
方

や
︑
各
種
助
成
制
度
の
諸
手

続
き
に
つ
い
て
会
員
支
援
を

手
厚
く
行
う
ほ
か
︑
新
規
加

入
時
に
は
入
会
金
の
減
額
や

新
規
許
可
講
習
時
に
協
会
紹

介
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
︑
非

会
員
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
熱

心
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
︒
こ
の
成
果
も

あ
り
︑
長
崎
県
で
は
事
業
者
数

の
増
加
と
同
時
に
︑
会
員
数
も

微
増
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
日
本
一
島
を
も
つ

長
崎
県
の
特
徴
と
し
て
︑
離
島

に
所
在
す
る
会
員
は
69
者
に
も

上
り
︑
全
会
員
の
約
13
％
に
及

び
ま
す
︒
理
事
会
を
開
催
す
る

際
︑
会
議
に
出
席
す
る
に
は
飛

行
機
や
船
を
利
用
し
て
来
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
な

ど
︑
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
︒

　

実
は
︑
こ
の
離
島
が
多
く
︑

地
形
も
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
︑

長
崎
県
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

で
︑
最
も
深
刻
な
悩
み
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
県
北
部
や
壱
岐
︑

対
馬
な
ど
で
は
マ
グ
ロ
や
フ
グ

の
養
殖
が
盛
ん
で
す
が
︑
現
在

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
影
響
で
︑
飛

行
機
の
便
数
が
減
っ
た
こ
と
か

ら
︑
大
消
費
地
で
あ
る
関
東
地

方
へ
の
輸
送
手
段
が
限
ら
れ
て

し
ま
い
︑
出
荷
量
も
減
少
し
て

い
ま
す
︒
日
本
の
最
西
端
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸
上
輸
送
で

は
︑
出
荷
当
日
の
関
東
地
方
の

市
場
へ
の
到
着
は
不
可
能
で
︑

他
の
地
域
で
養
殖
ま
た
は
水
揚

げ
さ
れ
た
海
産
物
と
の
鮮
度
と

コ
ス
ト
競
争
で
は
︑
圧
倒
的
に

不
利
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
県
南
部
の
島
原
半
島

は
︑
Ｊ
Ａ
長
崎
が
﹁
一
億
人
の

い
ぶ
く
ろ
﹂
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
︑
馬
鈴
薯
︑
ニ
ン
ジ
ン
︑

ダ
イ
コ
ン
︑
ハ
ク
サ
イ
な
ど
の
農

産
物
を
生
産
し
て
し
ま
す
︒
こ

ち
ら
は
︑
鮮
魚
等
ほ
ど
鮮
度
を

要
求
さ
れ
ま
せ
ん
が
︑
そ
れ
で

も
一
番
近
い
高
速
道
路
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
は
︑
１
時

間
半
以
上
の
時
間
を
要
し
ま
す
︒

　

関
東
・
関
西
な
ど
の
大
消
費

地
ま
で
陸
上
輸
送
す
る
に
は
︑

長
時
間
労
働
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
不
可
避
で
︑
長
時
間
労

働
を
防
ぐ
た
め
に
フ
ェ
リ
ー
航

送
を
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
︑
近
県
の
佐
賀
県
︑

宮
崎
県
︑
鹿
児
島
県
な
ど
と
比

較
し
て
地
理
的
に
不
利
で
︑
ま

た
︑
既
存
の
フ
ェ
リ
ー
航
送
ユ

ー
ザ
ー
の
利
用
枠
で
新
規
利
用

枠
が
取
れ
な
い
な
ど
の
悩
み
も

あ
り
ま
す
︒
加
え
て
燃
料
費
︑

高
速
料
金
︑
人
件
費
な
ど
全
て

に
お
い
て
他
地
域
と
の
競
争
に

不
利
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
︒

　

さ
ら
に
︑
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

全
国
的
に
消
費
減
退
が
続
き
︑

多
く
の
会
員
事
業
者
が
影
響
を

受
け
て
お
り
︑
か
つ
て
基
幹
産

業
で
あ
っ
た
造
船
業
と
︑
そ
れ

に
関
連
す
る
産
業
の
低
調
も
追

い
打
ち
と
な
り
︑
今
後
の
貨
物

輸
送
量
の
見
通
し
は
不
透
明
と

感
じ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け
ば
︑

輸
送
コ
ス
ト
に
お
い
て
他
地
域

と
の
競
争
力
に
劣
る
長
崎
の
水

産
︑
農
産
な
ど
の
特
産
物
の
生

産
者
に
影
響
が
及
び
︑
後
継
者

不
足
に
悩
む
生
産
者
に
お
い
て

は
︑
廃
業
を
選
択
す
る
可
能
性

も
あ
る
た
め
︑
長
崎
県
の
農
水

産
業
が
衰
退
し
︑
特
産
物
が
流

通
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
危
惧
も
あ
り
ま
す
︒

安
全
・
環
境
等
に
対
し
て
︑

長
崎
県
ト
協
と
し
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
な
さ
っ
て

い
ま
す
か
︒

　

会
員
事
業
者
に
対
し
て
実
施

し
た
︑
各
種
助
成
事
業
に
係
る

意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
︑
会
員
ニ
ー
ズ
が
﹁
安
全
﹂

と
﹁
人
材
﹂
の
確
保
に
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

　

こ
の
た
め
︑
外
部
の
自
動
車

教
習
所
に
委
託
し
て
︑
一
般
運

転
者
向
け
︑初
任
運
転
者
向
け
︑

添
乗
指
導
者
向
け
な
ど
︑﹁
安

全
運
転
研
修
（
ド
ラ
イ
バ
ー
等

安
全
教
育
訓
練
促
進
助
成
事

業
）﹂
を
重
点
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
︒
ま
た
︑
初
任
︑
適
齢

な
ど
特
定
適
性
診
断
に
つ
い
て

も
︑
自
動
車
教
習
所
に
委
託
し

て
長
崎
県
ト
協
研
修
会
館
に
出

張
し
て
も
ら
い
実
施
す
る
こ
と

で
︑
会
員
事
業
者
の
利
便
性
に

配
慮
し
て
い
ま
す
︒

　

ハ
ー
ド
面
で
は
︑
後
方
・
側

方
視
野
確
認
支
援
装
置
︑
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
（
Ｄ
Ｒ
）︑
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
置
︑

ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
︑

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
等
の
安
全

関
係
機
器
へ
の
助
成
を
行
い
︑

特
に
Ｄ
Ｒ
に
つ
い
て
は
そ
の
重

要
性
に
鑑
み
︑
平
成
19
年
度
か

ら
継
続
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
う
し
た
安
全
対
策
の
助
成

に
つ
い
て
は
︑
交
付
申
請
が
予

算
額
を
超
過
し
た
場
合
で
も
︑

会
員
の
安
全
確
保
対
策
を
最
大

限
支
援
す
る
た
め
に
︑
補
正
予

算
に
よ
り
満
額
対
応
し
て
い
ま

す
︒

　

一
方
︑
環
境
面
に
つ
い
て
は
︑

環
境
対
応
車
導
入
促
進
助
成
︑

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
支
援

機
器
導
入
促
進
助
成
︑
グ
リ
ー

ン
経
営
認
証
取
得
促
進
助
成
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
離
島
地
区
な
ど
に
つ

い
て
は
︑
地
理
的
条
件
を
配
慮

し
て
︑
様
々
な
対
策
を
と
っ
て

い
ま
す
︒
例
え
ば
︑
適
性
診
断

に
つ
い
て
は
︑
携
帯
可
能
な
適

性
診
断
機
器
を
協
会
で
購
入
し

て
︑
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
︒
さ
ら
に
︑
運
行
管
理
者
一

般
講
習
の
離
島
で
の
実
施
や
︑

各
種
安
全
運
転
研
修
受
講
の
た

め
の
交
通
費
な
ど
へ
の
補
助
も

行
っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
ほ
か
︑
長
崎
県
ト
協
独

自
の
取
り
組
み
な
ど
ご
ざ
い

ま
す
か
︒

　

昨
年
ま
で
の
３
か
年
間
︑国
の

﹁
地
域
創
生
人
材
育
成
事
業
﹂

を
活
用
し
て
︑
人
材
確
保
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
︒
同
事
業
は
︑

人
手
不
足
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
地
域
で
︑
従
来
の
公
的
職
業

訓
練
の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き

な
い
﹁
地
域
の
創
意
工
夫
を
活

か
し
た
人
材
育
成
の
取
り
組

み
﹂
を
支
援
す
る
た
め
︑
平
成

27
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す

（
令
和
２
年
度
で
事
業
終
了
）︒

国
が
都
道
府
県
か
ら
提
案
を
受

け
た
事
業
計
画
の
う
ち
︑
効
果

が
高
い
と
見
込
ま
れ
る
取
り
組

み
を
企
画
競
争
で
選
定
す
る
も

の
で
す
が
︑
長
崎
県
で
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
︑
建
設
業
︑

情
報
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
︑
製
造

業
が
該
当
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
分
野
で
は
︑
会
員
事
業
者

の
従
業
員
を
対
象
に
︑
大
型
免

許
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に

従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格

を
取
得
す
る
費
用
の
全
額
を
助

成
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
︒

免
許
取
得
費
用
の
他
に
︑
そ
の

期
間
中
の
給
与
な
ど
も
含
め
て

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
︑

長
崎
県
で
は
約
90
人
分
の
免
許

取
得
に
係
る
費
用
を
助
成
し
ま

し
た
︒

　

長
崎
県
は
平
坦
な
場
所
が
少

な
い
た
め
︑
長
崎
地
域
で
は
大

型
免
許
が
取
得
で
き
る
教
習
所

だ
け
で
な
く
︑
教
習
所
自
体
が

少
な
く
︑
免
許
問
題
は
大
き
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
︒

大
型
免
許
は
取
得
費
用
も
高
額

で
︑
は
じ
め
か
ら
大
型
免
許
を

持
っ
て
い
る
若
年
者
を
採
用
す

る
の
は
無
理
と
い
っ
て
も
い
い
で

し
ょ
う
︒
会
社
が
費
用
を
負
担

し
て
取
得
さ
せ
る
以
外
に
︑
今

後
の
方
策
は
考
え
ら
れ
ず
︑
こ

う
し
た
免
許
と
若
年
者
採
用
の

課
題
に
直
面
し
て
い
た
我
が
県

に
と
っ
て
︑
こ
の
事
業
は
意
義

深
い
も
の
で
し
た
︒
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
︑
厚
生
労
働

省
か
ら
委
託
を
受
け
て
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
し
て
い

る
︑﹁
就
職
氷
河
期
世
代
の
方

向
け
の
短
期
資
格
等
習
得
コ
ー

ス
事
業
﹂
に
繋
が
る
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

　

普
通
運
転
免
許
を
持
っ
て
い

て
も
約
35
万
円
か
か
る
と
い
わ

れ
る
大
型
免
許
を
︑
預
貯
金
を

持
た
な
い
若
年
者
層
が
自
費
で

取
得
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
は
︑
ま
す
ま
す
業
界
就
業
へ

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
︒
大
手
事
業
者
で
は
そ

う
し
た
補
助
も
可
能
で
す
が
︑

中
小
零
細
企
業
が
ほ
と
ん
ど
の

我
が
業
界
に
と
っ
て
︑
こ
う
し

た
補
助
制
度
が
あ
る
こ
と
は
本

当
に
助
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒
長
崎
県
ト
協
で
も
︑
従

来
か
ら
免
許
取
得
へ
の
助
成
は

行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
︑
こ
れ

か
ら
は
︑
大
型
免
許
を
持
っ
て

い
る
人
間
を
﹁
採
用
す
る
﹂
か

ら
﹁
育
成
す
る
﹂
時
代
だ
と
い

え
る
と
思
い
ま
す
︒

長
崎
県
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
︑
日
ご
ろ
か
ら
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
ポ
リ
シ
ー
や

今
後
の
抱
負
な
ど
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
︒

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
︑
年
間

９
６
０
時
間
と
い
う
時
間
外
労

働
の
上
限
時
間
が
設
定
さ
れ
る

こ
と
等
を
踏
ま
え
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
を
改
善
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
が
そ
の
機
能

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

﹁
人
材
の
確
保
﹂
を
最
重
点
課

題
と
と
ら
え
︑
長
時
間
労
働
の

削
減
や
労
働
条
件
の
改
善
な
ど

に
つ
い
て
持
続
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
︒
特
に
︑

賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
労
働
条

件
面
で
他
産
業
と
の
格
差
を
是

正
し
て
︑
優
秀
な
人
材
を
確
保

・
育
成
し
︑
質
の
高
い
輸
送
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
︒

こ
の
た
め
に
は
︑﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
の
収
受
が
必
要
不
可
欠
だ

と
考
え
ま
す
︒

　

ま
た
︑
現
在
︑
諫
早
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
の

存
続
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
が
︑日
本
の
最
西
端
に
帰
着
︑

ま
た
は
︑
最
西
端
か
ら
出
発
す

る
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩

・
宿
泊
施
設
で
あ
る
諫
早
Ｔ
Ｓ

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
困
り

ま
す
︒

　

諫
早
市
は
︑
県
北
部
へ
北
上

す
る
に
も
南
部
へ
南
下
す
る
に

も
中
間
地
点
に
あ
り
︑
長
崎
県

内
の
特
産
品
を
集
積
し
︑
中
継

地
点
と
し
て
こ
の
Ｔ
Ｓ
か
ら
発

送
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
代
が
可
能
な

大
型
車
・
ト
レ
ー
ラ
等
の
中
継

地
と
す
る
な
ど
︑
様
々
な
活
用

法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
物
流

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
や
Ｉ
Ｔ
化

が
進
ん
で
い
る
現
在
︑
今
ま
で

通
り
の
輸
送
や
受
発
注
の
形
は

徐
々
に
変
化
し
て
い
く
と
思
わ

れ
ま
す
︒
そ
れ
に
伴
っ
て
ド
ラ

イ
バ
ー
も
管
理
側
も
対
応
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
ず
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
と
管
理
者
双
方
の
教
育
も
大

切
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
︒

　

一
方
︑
緊
急
支
援
物
資
輸
送

体
制
に
つ
い
て
は
︑
私
自
身
も

長
崎
や
諫
早
の
大
水
害
︑
普
賢

岳
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
を
経

験
し
て
い
る
だ
け
に
︑
万
全
を

期
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

長
崎
県
は
︑
佐
世
保
に
海
上
自

衛
隊
総
監
部
が
あ
る
関
係
か

ら
︑
九
州
島
内
で
災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
長
崎
県
か
ら
各
地

へ
緊
急
支
援
物
資
が
輸
送
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
︒
こ

れ
ま
で
︑
九
州
地
方
の
西
側
を

中
心
に
台
風
被
害
等
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
︑
近
年
は
気
象
状

況
の
変
化
か
ら
災
害
の
傾
向
も

大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
︒
長

崎
県
ト
協
は
︑
県
と
海
上
自
衛

隊
と
緊
急
時
輸
送
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
が
︑
ど
の
よ
う
な
災

害
が
発
生
し
て
も
物
流
が
滞
ら

な
い
よ
う
︑
万
全
の
輸
送
体
制

の
確
立
を
期
し
た
い
と
思
い
ま

す
︒最

後
に
︑
行
政
機
関
や
全
ト

協
な
ど
へ
の
要
望
︑
ま
た
は

会
員
事
業
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
ご
ざ
い
ま
す
か
︒

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
通
り
︑

長
崎
県
は
地
理
的
な
条
件
か
ら

関
東
・
関
西
な
ど
の
大
消
費
地

か
ら
遠
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘

束
時
間
が
長
い
上
︑
高
速
道
路

料
金
・
燃
料
消
費
等
︑
他
県
と

比
較
し
て
著
し
く
不
利
な
条
件

に
あ
る
と
い
え
ま
す
︒
労
働
時

間
を
短
く
す
る
た
め
に
は
高
速

道
路
の
利
用
が
必
須
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
︑
現

行
３
割
引
き
の
深
夜
割
引
を
５

割
に
拡
充
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
︑
午
前
０
時
か
ら
午
前
４

時
の
適
用
時
間
帯
を
︑
労
働
基

準
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
午
後

10
時
か
ら
午
前
５
時
に
合
わ
せ

て
拡
大
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒
ま
た
︑
一
定
距
離

を
超
え
た
利
用
に
つ
い
て
は
︑

上
限
定
額
と
な
る
よ
う
な
制
度

の
導
入
を
提
言
い
た
し
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
省
力
化
に
つ
い
て

で
す
が
︑
現
在
︑
農
水
産
物
で

は
手
荷
役
が
多
く
︑
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
に
は
パ
レ
ッ
ト
化

が
不
可
欠
で
す
︒
現
状
︑
パ
レ

ッ
ト
化
さ
れ
た
貨
物
も
︑
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
に
積
載
す
る
際
に

バ
ラ
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
こ
れ

を
パ
レ
ッ
ト
の
ま
ま
輸
送
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
で
す
︒

パ
レ
ッ
ト
規
格
や
外
装
の
標
準

化
︑
パ
レ
ッ
ト
運
用
ル
ー
ル
の

確
立
等
の
推
進
に
向
け
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
現
在
パ
レ
ッ
ト
規
格

は
１
１
０
０
×
１
１
０
０
や
１
２

０
０
×
１
２
０
０
な
ど
の
違
い
が

あ
り
ま
す
︒
車
両
に
よ
っ
て
は
︑

パ
レ
ッ
ト
が
横
に
２
列
積
載
で

き
な
い
な
ど
︑
弊
害
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
︒
こ
の
問

題
の
解
消
を
図
り
︑
輸
送
効
率

と
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
︑

車
両
幅
の
規
格
を
緩
和
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

最
後
に
︑
令
和
６
年
４
月
か

ら
の
９
６
０
時
間
の
時
間
外
上

限
規
制
に
つ
い
て
で
す
が
︑
日

本
全
国
で
地
域
事
情
︑
輸
送
貨

物
︑
輸
送
範
囲
な
ど
︑
全
て
の

面
に
お
い
て
条
件
が
異
な
る
事

業
者
ば
か
り
で
す
︒
長
崎
の
離

島
で
い
え
ば
︑
陸
路
に
近
い
と

こ
ろ
に
し
か
生
き
残
れ
な
く
な

り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が

衰
退
し
た
地
域
で
は
︑
今
度
は

生
産
者
も
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
す
︒
大
都
市
圏
に
運

ぶ
輸
送
の
み
な
ら
ず
︑
地
場
輸

送
で
も
運
送
事
業
者
の
皆
様
は

生
き
残
り
を
か
け
て
創
意
工
夫

を
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
︑
何
分
︑

も
う
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
一

律
に
令
和
６
年
と
期
限
を
切
る

前
に
︑
地
域
や
企
業
規
模
︑
ま

た
輸
送
品
目
・
特
性
な
ど
に
応

じ
て
︑
適
用
除
外
や
段
階
的
な

適
用
な
ど
︑
激
変
緩
和
の
特
例

措
置
を
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま

す
︒

長崎県トラック協会公益社団法人

人材は「採用」から「育成」へ人材は「採用」から「育成」へ
輸送力を確保し、地域産業を守るために輸送力を確保し、地域産業を守るために

馬
ば ば

場 邦
く に ひ こ

彦 会長

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
長
崎
県
ト
ラ
ッ
ク

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
長
崎
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
馬
場
邦
彦
会
長
で
す
。

協
会
の
馬
場
邦
彦
会
長
で
す
。

馬場 邦彦 会長の横顔
ば　ば くにひこ

幸運トラック株式会社　代表取締役社長

63歳
（昭和32年5月12日生まれ）

ご家族は？　家内と家内の母と次女、そ
して1歳のトイプードルのウメちゃんです。
ご趣味は？　強いてあげるとゴルフでしょ
うか。岡本綾子プロと親交があることもあ
り、県内外の他業種の経営者の皆さんと
交通遺児チャリティゴルフ会を開いたり
しています。
座右の銘は？　自分が養子であることか
ら、「創業守成」（そうぎょうしゅせい）で

す。事業を始めるのは容易いことですが、
それを守り続けるのは難しいという意味
です。
最近読んだ本は？　著者はどちらも懇意
にしている方で、長崎大学の河野茂学長
が監修された『死者ゼロの真相』と、自衛
隊で統合幕僚長を務められた河野克俊さ
んの『統合幕僚長―我がリーダーの心得
―』です。


